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千葉ロッテと契約した南昌輝投手
（法４・県和歌山商高）

㊨
富
岡
熊
谷
市
長
を
表
敬
訪
問

す
る
南
投
手
㊧
一
日
熊
谷
警
察

署
長
も
務
め
る

　

正
式
契
約
は
11
月
25
日
に
行

わ
れ
、
契
約
金
は
７
０
０
０
万

円
に
年
俸
１
５
０
０
万
円
（
推

定
金
額
）。
背
番
号
は
33
番（
ミ4

ナ
ミ4

）
に
決
定
。

　

契
約
後
、
Ａ
１
０
１
教
室
で

２
０
０
人
以
上
の
学
生
を
前
に

公
開
で
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

「
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
選
手
に

な
り
た
い
」
と
堂
々
と
し
た
受

け
答
え
で
学
生
の
共
感
を
呼

熊
谷
市
長
を
表
敬
訪
問

一
日
警
察
署
長
も
務
め
る

　

一
昨
年
秋
、
大
学
日
本
一
に
輝
い
た
本
学
硬
式
野
球
部
の
エ
ー
ス
・
南

み
な
み
ま
さ
き

昌
輝
投
手
が
、
プ
ロ
野

球
ド
ラ
フ
ト
で
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
に
２
位
指
名
さ
れ
た
。
昨
年
10
月
28
日
、
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
Ａ
１
０
１
教
室
で
ド
ラ
フ
ト
が
中
継
さ
れ
、
指
名
後
に
は
多
勢
の
学
生
ら
が
祝
福
し
た
。

び
、
大
器
を
予
感
さ
せ
る
立
ち

居
振
る
舞
い
だ
っ
た
。

ら
に
富
岡
熊
谷
市
長
へ
の
表
敬

訪
問
も
行
い
、
地
域
へ
の
貢
献

を
担
う
役
割
を
し
っ
か
り
と
務

め
上
げ
た
。

　
「
早
く
先
発
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
入
り
、
勝
て
る
ピ
ッ

チ
ャ
ー
に
な
り
た
い
」

　

千
葉
幕
張
ス
タ
ジ
ア
ム
の
マ

ウ
ン
ド
で
南
投
手
が
躍
動
す
る

日
は
近
い
！

　

埼
玉
県
の「
学
び
の
協
働
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
」
の
一
つ

と
し
て
、
県
内
６
市
で
「
子
ど

も
大
学
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
ド
イ
ツ
で
始
ま
っ
た

子
ど
も
大
学
（K

inder

‐

U
ni

）
を
日
本
で
も
開
催
し
よ

う
と
い
う
試
み
で
、
熊
谷
市
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
本
学
は
、

埼
玉
県
、
熊
谷
市
、
熊
谷
市
青

年
会
議
所
等
と
協
力
し
て
「
子

ど
も
大
学
く
ま
が
や
」
を
昨
年

10
月
２
日
に
開
校
し
た
。

　

熊
谷
市
内
の
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生
42
人
が
、
子
ど
も
大

学
生
と
し
て
入
学
し
、
４
回
の

授
業
を
受
け
た
。
２
回
目
の
体

験
学
習
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
本
学
学
生
40
人
が

サ
ポ
ー
ト
、
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
例
は
他
の
５
市
で
の
子
ど
も

大
学
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
高
い
評
価
を
得
た
。

　

先
生
方
が
工
夫
を
こ
ら
し
た

授
業
は
毎
回
好
評
だ
っ
た
が
、

特
に
今
年
度
最
終
回
の
元
Ｊ

リ
ー
ガ
ー
戸
田
光
洋
本
学
サ
ッ

カ
ー
部
コ
ー
チ
と
サ
ッ
カ
ー
部

員
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
の
授
業
は
、

サ
ッ
カ
ー
人
気
も
あ
り
大
好
評
。

子
ど
も
た
ち
に
は
、
戸
田
コ
ー

チ
と
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
こ
と
で
、

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
が
で
き

た
よ
う
だ
。

　

保
護
者
を
含
め
毎
回
１
０
０

人
近
い
熊
谷
市
民
に
、
新
し
く

な
っ
た
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来

て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
本
学

を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
よ
い
機

会
に
な
っ
た
。





























　

第
１
回
「
モ
ラ
り
す
」
賞
の

表
彰
式
が
昨
年
10
月
26
日
、
大

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ト
ー
ク
パ

レ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
。

　
「
モ
ラ
り
す
」
賞
は
学
術
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
他
の
分

野
に
お
い
て
、
建
学
の
精
神
を

具
現
化
し
た
『「
モ
ラ
リ
ス
ト

×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を
育
む
。』

を
体
現
す
る
顕
著
な
成
績
を
収

め
、
本
学
の
名
を
高
め
た
在
学

生
お
よ
び
卒
業
生
、
教
職
員
に

授
与
さ
れ
る
。

　

第
１
回
の
受
賞
者
は
、

２
０
１
０
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
に
出
場
し

た
本
学
Ｏ
Ｂ
の
安
英
学
さ
ん

（
Ｊ
１
柏
レ
イ
ソ
ル
）
に
贈
ら

れ
た
。

　

安
英
学
さ
ん
は
授
賞
式
で
、

参
列
し
た
学
生
た
ち
に
「
夢
は

叶
う
！
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
、「
後
輩
た
ち
に
活
躍
す
る

姿
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
！
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

ま
た
、
12
月
初
旬
に
は
熊
谷

警
察
の
一
日
署
長
を
務
め
、
さ

南投手 プロで活躍へ

立正エコ堆肥プロジェクト
地域緑化、温暖化対策に

安
アン

英
ヨンハ

学さんから
「夢は叶う！」
学生へメッセージ

千葉ロッテマリーンズが２位指名

「ボランティア」も体験
大好評のサッカー授業

「
子
ど
も
大
学
く
ま
が
や
」
開　

　

校

第
１
回「
モ
ラ
り
す
」賞

　

本
学
の
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、「
く
ま
が
や
地
域
通
貨
研

究
会
」
の
協
力
依
頼
を
受
け
、

公
益
信
託
熊
谷
環
境
基
金
の
助

成
の
も
と
、「
立
正
エ
コ
堆
肥

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
。　
　
　
　

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
落
ち
葉
を

大
学
で
一
箇
に
集
め
、
地
元
農

家
の
協
力
を
得
て
市
民
の
手
で

堆
肥
化
し
、
地
域
の
緑
化
に
役

立
て
、
熊
谷
市
の
温
暖
化
対
策

の
推
進
を
図
る
の
が
狙
い
だ
。

　

完
成
し
た
堆
肥
は
、
熊
谷
市

内
各
地
で
、
地
域
通
貨
「
く
ま

が
や
あ
り
が
と
う
券
」
と
交
換

す
る
か
た
ち
で
市
民
に
配
布
す

る
。
ま
た
、
こ
の
券
は
昨
年
12

月
か
ら
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
学
生
食
堂
で
も
特
典
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
に
は
本
学
の
サ
ー

ク
ル
「
地
球
に
や
さ
し
い
会
」

の
学
生
も
参
加
し
て
お
り
、
地

域
の
方
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

熊谷各地で
地域通貨と
交換し配布
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就活イベントの様子（経済学部）

トップ・オブ・チロルでの集合写真（地球環境科学部）

国
外
研
修
で
イ
ン
ド
文
化
を
体
験
す
る

学
生
た
ち
（
仏
教
学
部
）

南
京
大
学
の
前
で
写
真
撮
影
（
文
学
部
）

熱
心
に
発
表
会
に
参
加
す
る
学
生
た
ち

（
経
営
学
部
）

自
習
室
で
熱
心
に
勉
強
す
る
学
生
た
ち

（
法
学
部
）

３
年
生
向
け
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
す
る

学
生
た
ち
（
社
会
福
祉
学
部
）

し
な
が
わ
夢
さ
ん
橋
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

（
心
理
学
部
）

社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
部

国
内
外
で
研
修

　

仏
教
学
部
で
は
、
体
感
型
学

習
の
一
環
と
し
て
地
域
仏
教
研

究
（
三
）〔
国
外
研
修
〕
で
、

昨
年
は
、
昨
年
８
月
26
日
か
ら

９
月
７
日
に
か
け
て
イ
ン
ド
・

ネ
パ
ー
ル
に
あ
る
ル
ン
ビ

ニ
ー
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
を
は
じ
め

と
す
る
八
大
仏
跡
を
13
日
間
に

わ
た
り
訪
ね
、
イ
ン
ド
の
文
化

を
存
分
に
体
験
し
ま
し
た
。
独

特
の
悠
久
の
流
れ
に
ひ
た
り
、

辛
い
料
理
に
も
舌
鼓
を
打
ち
、

新
興
国
の
活
気
も
感
じ
ま
し

た
。

　

ま
た
、地
域
仏
教
研
究
（
四
）

〔
国
内
研
修
〕
で
は
、
例
年
、

夏
季
と
秋
季
の
２
回
に
わ
た
っ

て
、
国
内
の
仏
教
文
化
の
諸
相

法

学

部

法

学

部

文

学

部

文

学

部

仏

教

学

部

仏

教

学

部

経

済

学

部

経

済

学

部

経

営

学

部

経

営

学

部

地
球
環
境
科
学
部

地
球
環
境
科
学
部

心

理

学

部

心

理

学

部

南
京
大
学
で
研
修

　

文
学
部
で
は
、
外
国
語
の
習

得
と
そ
の
運
用
能
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
、
海
外
で
の
体
験
学

習
を
通
し
て
国
際
感
覚
を
磨
く

　

経
済
学
部
で
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
協
議
会
（
ゼ
ミ
協
）
が
自
発

的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
協
が
主
体
と
な
っ
て
毎
年

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
を
企
画
、
実

行
し
て
い
ま
す
が
、
ゼ
ミ
協
の

活
動
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り

ま
せ
ん
。

　

昨
夏
は
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
協
力
も
得
て
、

就
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

内
定
を
得
た
４
年
生
か
ら
就

活
戦
線
の
状
況
や
有
効
な
就
活

準
備
の
方
法
を
報
告
し
て
も
ら

い
、
そ
の
後
、
ゼ
ミ
協
の
プ
レ

ゼ
ン
、自
己
分
析
診
断
、グ
ル
ー

多
彩
な
研
究
発
表

　

昨
年
10
月
29
日
、
経
営
学
部

恒
例
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
大
会

が
９
号
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

課
外
ゼ
ミ
が
成
果

　

法
学
部
は
、
公
務
員
や
街
の

法
律
家
の
養
成
に
力
を
注
い
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
象
徴
す
る

の
が
、
平
成
17
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
「
課
外
ゼ
ミ
」
で
す
。

　
「
課
外
ゼ
ミ
」
に
は
現
在
、

公
務
員
や
司
法
書
士
、
社
会
保

険
労
務
士
、
法
科
大
学
院
進
学

を
目
指
す
約
20
人
の
学
生
が
在

籍
し
て
お
り
、
連
日
、
特
別
に

用
意
さ
れ
た
自
習
室
で
自
習
す

る
ほ
か
討
論
会
、
教
員
に
よ
る

面
接
指
導
が
行
わ
れ
、
時
に
は

合
宿
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
公
務
員
試
験
の
合
格

者
を
出
し
て
い
る
ほ
か
、
昨
年

度
は
司
法
書
士
に
合
格
し
た
学

生
も
出
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

の
社
会
保
険
労
務
士
会
と
の
意

見
交
換
会
等
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
次
年
度
か
ら
は
司
法
書
士

会
と
も
交
流
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

着
実
に
積
み
重
ね
て
き
た
こ

の
課
外
活
動
の
、
更
な
る
成
果

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

海
外
で
実
習
実
施

　

地
球
環
境
科
学
部
地
理
学
科

で
は
、
海
外
で
の
実
習
科
目
と

し
て
「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
と
交
流

　

心
理
学
部
で
は
、
品
川
・
大

崎
地
域
の
方
々
と
密
接
な
交
流

を
図
る
た
め
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
本
年
も
「
し
な
が
わ
夢
さ

ん
橋
2
0
1
0
」
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
大
手
有
名
企
業
が
協

賛
団
体
と
な
っ
て
お
り
、
心
理

学
部
も
大
崎
一
番
太
郎
ノ
ー
ト

等
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
無

料
配
布
を
行
い
、
大
学
お
よ
び

学
部
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、
地
元
の

皆
様
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

　

ま
た
、
品
川
区
と
の
共
催
の

公
開
講
座
は
、「
地
域
・
暮
ら
し
・

家
庭
の
人
間
関
係
を
考
え
る
」

と
題
し
て
昨
年
10
月
２
日
・
16

日
・
23
日
の
全
３
回
に
わ
た
り

開
催
し
、
各
回
と
も
市
民
生
活

に
密
着
し
た
テ
ー
マ
で
、
多
く

の
受
講
者
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

合
格
者
は
過
去
最
高

　

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学

科
の
４
年
生
と
過
年
度
生
の
合

計
14
人
が
、
平
成
23
年
度
埼
玉

県
特
別
支
援
学
校
教
諭
採
用
試

験
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

合
格
者
数
は
過
去
最
高
。
特

別
支
援
学
校
教
諭
に
な
る
に
は

教
育
学
部
卒
業
な
ど
、
い
く
つ

か
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
す

が
、
社
会
福
祉
学
科
卒
業
生
は

障
害
者
の
就
労
支
援
や
相
談
援

助
な
ど
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
素
養
が
あ
る
の
が
強
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

を
学
ぶ
研
修
を

実
施
し
て
い
ま

す
。
昨
年
の
夏

季
は
、
新
潟
県

佐
渡
地
方
の
寺

院
な
ど
に
護
ら

れ
て
い
る
仏
像

の
見
学
を
中
心

に
、
９
月
12
日

〜
９
月
14
日
に
か
け
て
行
い
ま

し
た
。

　

ど
ち
ら
の
研
修
も
、
猛
暑
の

中
、
学
生
た
ち
が
真
剣
な
眼
差

し
で
参
加
し
て
い
る
姿
が
、
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

こ
と
を
目
的
に
「
海
外
文
化
・

語
学
研
修
」
と
い
う
科
目
を
開

設
し
て
い
ま
す
（
2
0
0
7
年

度
か
ら
実
施
）。

　

昨
夏
は
、
南
京
大
学
（
国
家

級
指
定
の
重
点
大
学
で
、
百
余

年
の
校
史
を
有
す
る
中
国
江
南

の
名
門
大
学
）
で
実
施
し
ま
し

た
。

　

授
業
は
、
月
曜
か
ら
金
曜
ま

で
の
午
前
中
（
８
時
授
業
開

始
）、「
会
話
・
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
・

読
解
」
を
中
心
に
、
午
後
は
週

３
回
２
時
間
半
「
中
国
映
画
鑑

賞
・
発
音
の
補
習
・
太
極
拳
」

を
そ
れ
ぞ
れ
学
習
し
ま
し
た
。

　

ま
た
週
末
の
午
前
中
を
利
用

し
て
、
南
京
市
内
の
博
物
館
見

学
や
郊
外
の
名
所
旧
跡
（
明
孝

陵〈
世
界
遺
産
〉・
中
山
陵
な
ど
）

巡
り
を
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
バ
ス
や
地
下
鉄

を
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
次
第

に
行
動
範
囲
も
広
が
り
、
一
同

充
実
し
た
留
学
生
活
を
過
ご
し

ま
し
た
。

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
経
済
学
部

の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
委
員
で

あ
る
戎
野
淑
子
先
生
や
大
崎

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

課
長
の
鈴
木
和
弘
氏
に
コ
メ
ン

ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
の
満
足
度
も

高
く
、
一
段
と
就
活
に
向
け
て

意
欲
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

経
済
学
部
で
は
、
学
生
の
創

意
工
夫
、
積
極
的
な
企
画
を
今

後
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

午
前
の
部
で
は
学
生
と
教
員

に
よ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
２
年
生
に
進

級
す
る
際
、
特
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

選
択
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
情

報
と
し
て
3
0
０
人
の
１
年
生

ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
各
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
発
表
は
多
彩
で
「
冷
凍
食

品
の
購
買
行
動
と
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
」、「
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン

の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
消
費

者
へ
も
た
ら
す
効
果
」
な
ど
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
の
研

究
、
ま
た
「
現
代
社
会
に
お
け

る
商
店
街
経
営
の
課
題
と
展

望
」、「
組
織
学
習
の
重
要
性
と

異
部
門
交
流
」
等
の
戦
略
経
営

分
野
の
研
究
、「
お
金
の
流
れ

か
ら
読
む
経
営
」、「
事
業
計
画

の
Ｉ
Ｒ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

等
の
財
務
系
列
の
研
究
、
そ
の

他
「
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状

と
将
来
展
望
」
や
「
花
王
の
製

品
開
発
戦
略
」
等
の
情
報
系
の

研
究
発
表
が
、
２
年
、
３
年
生

を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ベ
ー
ト
「
消
費
税
は
値

上
げ
す
べ
き
」
も
行
わ
れ
、
熱

い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
間
福
祉
学
科
で
は
、
平
成

23
年
度
よ
り
小
学
校
教
諭
１
種

免
許
状
取
得
課
程
を
申
請
中
で

す
。
福
祉
、
教
育
、
心
理
の
視

点
で
「
子
ど
も
」
の
こ
と
を
深

く
学
び
、
実
践
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
、
社
会
福
祉
学
部
と
教

育
の
接
点
が
拡
大
し
て
い
く
も

の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〜

ア
ル
プ
ス
を
越
え
て
〜
」
を

テ
ー
マ
に
、
昨
年
９
月
15
日
〜

24
日
に
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
ン
ス

ブ
ル
ッ
ク
、
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ

ロ
ー
ナ
と
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
な
ど
を

訪
問
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。

　

18
人
の
参
加
学
生
は
、
現
地

で
引
率
教
員
に
よ
る
人
文
・
社

会
・
自
然
環
境
な
ど
に
関
す
る

解
説
に
耳
を
傾
け
る
だ
け
で
な

く
、
各
自
が
決
め
た
調
査
計
画

に
も
と
づ
い
て
野
外
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク

の
南
、標
高
３
千
㍍
超
の「
ト
ッ

プ
・
オ
ブ
・
チ
ロ
ル
」
で
は
氷

河
を
間
近
に
見
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
通
じ
て
知
識
を
広

げ
、
海
外
・
異
文
化
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
協
議
会
が
就
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
協
議
会
が
就
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
経
済
経
済

学
部
学
部

学　

部

あ
れ

　

こ
れ

112号.indb   2112号.indb   2 2011/01/13   10:39:032011/01/13   10:39:03



（3）2011年（平成23年）１月１日 第112号

鈴木法学部長と団野村氏、小山啓太講師（左から）

ドラフト2位指名直後の南昌輝投手と
㊧鈴木硬式野球部長、㊨伊藤監督

舞台上で演技する中小企業家や本学の教師、学生ら

本校の授業を撮影するテレビクルー

授業風景
や

クラブ活
動

テレビ放映
仙台、新潟、静岡
地区入試支援

立
正
大
学
付
属
立
正
中
学
・

高
等
学
校
馬
込
キ
ャ
ン
パ
ス

　
（
仮
称
）
建
築
計
画
図

　

  （
１
４
０
周
年
記
念
事
業
の
一
部
）

　

法
学
部
の
現
代
法
特
論
Ⅶ

「
ス
ポ
ー
ツ
法
」
と
と
も
に
、

ゲ
ス
ト
講
師
か
ら
最
前
線
の
事

象
を
学
ぶ
講
義
が
教
養
的
科
目

の
「
ス
ポ
ー
ツ
と
科
学
」
だ
。

講
師
は
ア
メ
リ
カ
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
理
論
な
ど
を
学
ん
で
き
た

　

昨
年
11
月
14

日
午
後
２
時
か

ら
本
学
の
石
橋

湛
山
記
念
講
堂

に
お
い
て
、「
後

継
者
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

中
小
企
業
家
劇
「
は
い
奥
田
製

作
所
で
す
」
が
上
演
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
企
業
関
係
者
、
経
済

　

福
岡
克
也
＝
写
真
＝
本
学
名

誉
教
授
が
平
成
22
年
度
秋
の
叙

勲
で
、
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

硬
式
野
球
部
コ
ー
チ
の
小
山
啓

太
氏
（
立
正
大
Ｏ
Ｂ
）
で
、
心

身
と
メ
ン
タ
ル
の
重
要
性
や
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
新
機
軸
の

教
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
こ
れ
ま

で
川
嶋
勝
重
氏
（
元
ボ
ク
シ
ン

グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）、
団

野
村
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
代
理
人
）、

中
村
和
久
氏
（
元
巨
人
プ
ロ
野

球
チ
ー
フ
ス
カ
ウ
ト
）、
渡
辺

元
智
氏
（
横
浜
高
校
野
球
部
監

督
）
が
来
校
。
硬
式
野
球
部
を

含
む
１
年
生
に
ス
ポ
ー
ツ
の
原

点
と
そ
れ
に
関
わ
る
サ
イ
エ
ン

ス
を
伝
え
た
。

　

川
嶋
氏
か
ら
は
、
現
役
選
手

時
代
の
経
験
が
い
ま
ど
の
よ
う

に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
団
氏

は
ス
ポ
ー
ツ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の

深
層
な
ど
に
つ
い
て
、
中
村
氏

と
渡
辺
氏
か
ら
は
プ
ロ
野
球
や

高
校
野
球
の
歴
史
と
原
点
に
関

し
て
解
説
い
た
だ
い
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
質
問
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
ゲ
ス
ト
講
師
へ
の

称
賛
の
声
も
あ
っ
た
。

　

同
時
に
始
ま
っ
た
教
養
的
科

目
「
メ
デ
ィ
ア
・
マ
ス
コ
ミ
論
」

（
講
師
・
岩
瀬
孝
文
）
で
は
、

千
葉
ロ
ッ
テ
に
ド
ラ
フ
ト
２
位

指
名
さ
れ
た
南
投
手
に
つ
い

て
、
記
者
会
見
と
取
材
対
応
の

姿
勢
、
新
聞
の
表
現
方
法
の
あ

り
方
ま
で
を
最
新
の
実
例
と
し

て
取
り
上
げ
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
局
か
ら
の
取
材

依
頼
と
そ
の
内
容
を
分
析
す
る

な
ど
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る

「
経
済
効
果
」
と
「
費
用
対
効
果
」

お
よ
び
「
メ
デ
ィ
ア
対
策
」
に
関

す
る
最
先
端
の
展
開
を
提
示
。

　

そ
れ
ら
の
、
大
学
に
お
け
る

直
接
的
な
効
能
、
さ
ら
に
プ
レ

ス
対
応
が
南
投
手
本
人
の
成
長

に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
ま
で
、

三
位
一
体
の
広
が
り
を
み
せ

た
。
契
約
会
見
を
み
た
学
生
達

か
ら
は
「
最
前
線
の
取
材
の
場

は
良
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
手

応
え
が
得
ら
れ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
一
般
教
育
科
目

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
現
象
そ
の
も

の
か
ら
学
ぶ
講
義
で
、
向
学
意

欲
の
あ
ふ
れ
る
１
年
生
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
関
連
や
マ
ス
コ
ミ
を

目
指
す
学
生
以
外
に
も
刺
激
の

あ
る
講
義
と
な
っ
て
い
る
。

（
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

法
学
部
講
師　

岩
瀬
孝
文
）

団
体
、
一
般
市
民
等
の
観
客

7
0
０
人
近
く
が
講
堂
を
埋

め
、
演
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

演
劇
に
は
、
産
学
連
携
の
趣

旨
に
基
づ
き
、
本
学
か
ら
秦
野

経
営
学
部
長
、
学
生
（
経
営
学

部
２
人
）
な
ら
び
に
中
国
か
ら

の
留
学
生
（
経
済
学
部
１
人
）

も
出
演
し
、
公
演
の
成
功
に
寄

与
し
ま
し
た
。

　

福
岡
名
誉
教
授
は
人
間
と
自

然
の
共
生
、
環
境
と
経
済
の
調

和
を
求
め
る
先
駆
的
な
研
究
者

と
し
て
活
動
し
、
森
林
経
営
に

関
す
る
基
礎
理
論
を
基
点
に
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
と
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

有
機
的
関
連
に
関
し
て
広
く
実

践
的
研
究
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
産
学
官
の
連
携
に
お

い
て
農
水
、
国
土
交
通
、
環
境

各
省
な
ど
国
の
委
員
と
し
て
、

ま
た
多
く
の
地
方
自
治
体
で
も

委
員
と
し
て
活
躍
。
社
会
貢
献

と
し
て
も
、
公
益
性
の
あ
る

3
0
０
件
以
上
の
研
究
支
援
を

行
い
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
の
環

境
関
連
セ
ミ
ナ
ー
も
1
0
０
件

以
上
、
著
作
も
70
件
以
上
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
学
内
外
で
の
教

育
・
研
究
活
動
の
実
績
が
評
価

さ
れ
、
受
章
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
ビ

ジ
ョ
ン
の
展
開
お
よ
び
地
区
入

試
支
援
の
一
環
と
し
て
、
大
学

の
授
業
風
景
、
ク
ラ
ブ
活
動
、

施
設
な
ど
を
動
画
で
撮
影
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
画
像
で
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
や
、
活

き
活
き
と
し
た
学
生
の
姿
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
動
画
は
、
仙
台
放
送

（
20
時
54
分
〜
）、
テ
レ
ビ
新
潟

（
ズ
ー
ム
イ
ン
‼
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ

内
）、
新
潟
テ
レ
ビ
21
（
20
時

54
分
〜
）、テ
レ
ビ
静
岡
（
ス
ー

パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
内
）
の
天
気
予

報
（
１
月
中
）
に
流
れ
ま
す
。

　明治５年（1872）の学制公布から歴史と伝統を有する本学園は平成24年（2012年）に
は開校140周年の慶年を迎えます。
　開校140周年を機に立正中学・高等学校の馬込キャンパスへの移転をはじめ教育環境・
研究環境の一層の充実を果たすと同時に国際社会に貢献・情報発信できる大学としてス
タートすべく記念事業を発願いたしました。
　本学といたしましては、この計画に要する財源は教職員一体となって懸命に努力を重
ね内部蓄積につとめてまいりましたが、記念事業費の全てを満たすにはなお不足をきた
す状況にあります。つきましては下記開校140周年記念事業計画・募金要項をご高覧の
うえ関係各位の絶大なるご支援とご協力をくださいますようお願い申し上げます。

開校140周年記念事業計画
【資金概要】
　●所要資金総額・・・・・・・・・・・・・130億円
　●自己調達資金・・・・・・・・・・・・・125億円
　●募金目標額・・・・・・・・・・・・・・・5億円
　●140周年記念事業
　　○馬込キャンパス建設(土地取得、中高校舎建設など)
　　○大崎キャンパス再整備
　　○熊谷キャンパス付帯設備・設備整備
　　○開校140年の歴史と伝統を踏まえた立正大学／立正精神の内外への情報発信事業
　●募金期間
　　○平成22年６月30日～平成26年６月29日

開校140周年記念事業募金要項
１　募金の期間　　　　　　開始：平成22年６月30日
　　　　　　　　　　　　　終了：平成26年６月29日

２　募金の種類　
　　１・個人にお願いするもの　１口（１万円）以上
　　２・法人にお願いするもの　１口（５万円）以上
　　※ご都合により応分のご寄附を預けれは幸甚に存じます（分納払い可）。
３　募金のお願い先
　　　学園教職員、同窓生、父母、日蓮宗寺院、日蓮宗檀信徒、企業、その他
４　寄附金に対する免税処置について
　　　個人・法人共に免税措置を受けられます。

　※募金についてのお問い合わせは、下記までお願い申し上げます。
　〒141-8602　　東京都品川区大崎４丁目２-16
　立正大学学園開校140周年記念事業事務局
　　　電 話　03（3492）2681
　　　FAX　03（5487）3338

法学部の “新機軸„ 講義
「スポーツと科学」

元
世
界
王
者
な
ど
多
彩
な
ゲ
ス
ト
講
師
が
登
場

「
メ
デ
ィ
ア
・
マ
ス
コ
ミ
論
」
も

中
小
企
業
家
劇
上　

　

演

秦野学部長も出演

福
岡
名
誉
教
授
に

瑞
宝
中
綬
章

平成22年度
秋の叙勲

開校140周年記念事業募金 ご協力お願い致します
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2011年（平成23年）１月１日（4）第112号

ワシントンで開催された国際行動医学会

学会発表会での筆者

立
正
大
学
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
の

外
観

立
正
大
学
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
の

内
部

「朧の清水」(大原)・平家物語に登場する
建礼門院ゆかりの清水

「善気水」(法然院)・法然ゆかりの湧水で
年に１回特別に公開される

「醍醐水」(醍醐寺閼伽井屋)・醍醐味という
言葉の語源となった湧水。
醍醐寺から１時間ほどの登山

　

私
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
、

自
然
環
境
と
水
文
化
と
が
織
り

な
す
水
環
境
の
復
元
と
い
う
も

の
で
す
。

　

平
成
19
〜
20
年
度
に
「
四
国

遍
路
道
に
お
け
る
水
場
の
空
間

的
最
適
化
配
置
と
水
質
に
関
す

る
研
究
」、
平
成
21
〜
23
年
度

に
は
「『
名
所
図
会
』
を
用
い

た
京
都
盆
地
に
お
け
る
水
環
境

の
復
元
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
文

部
科
学
省
よ
り
科
学
研
究
費
を

い
た
だ
き
、
水
の
自
然
科
学
的

性
質
と
水
文
化
に
関
す
る
研
究

を
続
け
て
い
ま
す
。　
　

　

前
者
は
四
国
88
カ
所
を
巡
る

遍
路
道
上
に
あ
る
湧
水
、
特
に

弘
法
水
と
の
関
係
を
探
る
研
究

で
あ
り
、
後
者
は
江
戸
時
代
に

作
成
さ
れ
た
「
名
所
図
会
」
の

記
述
を
頼
り
に
、
当
時
の
水
環

境
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
研
究

で
す
。

　

現
在
の
水
環
境
を
把
握
す
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

　

う
つ
病
を
は
じ
め
と
す
る
心

の
問
題
に
対
す
る
世
間
の
認
知

は
、
ひ
と
昔
に
比
べ
随
分
と
高

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
精
神
科
医
や
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
の
職
業
も
、
社
会

的
に
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
事
柄
に

対
す
る
認
知
が
高
ま
っ
て
き
た

現
在
で
も
、
心
の
問
題
を
抱
え

な
が
ら
も
、
精
神
科
医
や
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど
へ
相
談
す
る
こ

と
の
な
い
ま
ま
、
苦
し
み
を
一

す
が
、
過
去
の
水
環
境
を
復
元

し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
過
程

を
経
て
現
在
の
環
境
に
至
っ
た

か
、
ま
た
、
水
文
化
が
如
何
に

し
て
創
造
さ
れ
た
の
か
を
知
る

こ
と
は
、
現
代
の
様
々
な
水
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
大
き
な

ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
く
れ
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
で
は
最
先
端
の
水
質
分

析
機
器
を
用
い
て
い
ま
す
が
、

対
象
と
な
る
湧
水
や
井
戸
は
都

名
所
図
会
や
伝
説
、
伝
承
な
ど

か
ら
見
出
し
て
い
ま
す
。
い
わ

ば
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
研
究
に

江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
図
会

等
の
資
料
が
利
用
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
に

ア
ナ
ロ
グ
は
欠
か
せ
な
い
、
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
調
査
の
中
で
多
く

の
面
白
い
出
来
事
を
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば

年
に
一
度
だ
け
神
官
が
占
い
に

使
う
井
戸
の
水
質
を
調
べ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
り
、
あ
る
お
寺

で
弘
法
大
師
の
杖
突
き
の
様
子

（
い
わ
ゆ
る
弘
法
水
伝
説
）
の

板
絵
を
拝
見
し
た
り
、
名
水
を

相
撲
の
よ
う
に
番
付
し
た
「
都

名
見
競
相
撲
」（
享
保
2
年
）

と
い
う
資
料
を
発
見
し
た
り
、

と
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
京
都
と
い
う
場
所
柄

も
あ
り
、
様
々
な
分
野
の
著
名

人
と
も
お
話
が
で
き
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
京
都
は
〝
い
ち
げ

ん
さ
ん
〞
お
断
り
の
土
地
柄
、

そ
の
習
慣
が
水
質
調
査
に
は
大

き
な
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
地

で
顔
の
利
く
方
と
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
幸
い
京
都
カ
ッ
パ

研
究
会
と
い
う
水
文
化
研
究
団

体
の
ご
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
が
で

き
、
門
外
不
出
の
よ
う
な
二
度

と
拝
む
こ
と
が
で
き
な
い
名
水

も
数
多
く
調
査
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

成
果
の
公
表
は
も
う
少
し
先

に
な
り
ま
す
が
、
名
水
や
水
文

化
の
啓
蒙
に
大
い
に
役
立
つ
研

究
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

数
十
年
、
数
百
年
後
の
人
々
に

も
平
成
の
世
の
中
に
存
在
し
た

名
水
が
貴
重
な
資
料
と
な
る
よ

う
、『
京
都
名
水
大
辞
典
』
な

る
本
を
作
成
す
る
と
い
う
企
画

も
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
は
、
立
正
大
学
と
深

い
関
係
の
あ
る
日
蓮
上
人
や
源

頼
朝
に
ま
つ
わ
る
名
水
の
調
査

な
ど
に
も
手
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
で
抱
え
て
い
る
人
が
多
く
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、
深
刻
化

す
る
と
自
殺
の
よ
う
な
最
悪
の

事
態
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
よ
う

な
事
態
に
な
る
前
に
、
ど
う

や
っ
た
ら
人
々
が
、
精
神
科
医

や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の
専
門

家
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
社

会
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　

心
理
学
で
は
、
こ
う
し
た
他

者
に
援
助
を
求
め
る
行
動
を
、

援
助
要
請
行
動
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
問
題
を

抱
え
た
人
が
ど
う
し
た
ら
援
助

要
請
行
動
を
し
や
す
く
な
る
の

か
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
ま
し

た
。

　

専
門
家
へ
の
援
助
要
請
行
動

に
は
、
性
格
な
ど
個
人
要
因
、

そ
の
人
の
置
か
れ
て
い
る
社
会

的
状
況
な
ど
様
々
な
要
因
が
影

響
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
最
近

私
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
専

門
家
を
利
用
す
る
こ
と
や
精
神

疾
患
そ
の
も
の
に
対
す
る
知
識

や
偏
見
で
す
。

　

専
門
家
の
援
助
を
受
け
る
か

受
け
な
い
か
は
本
人
に
決
め
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

偏
見
に
対
す
る
恐
れ
や
知
識
不

足
に
よ
っ
て
、
援
助
要
請
行
動

が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら

や
は
り
問
題
で
す
。

　

例
え
ば
、
う
つ
病
は
誰
も
が

か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で

す
。
そ
し
て
程
度
に
個
人
差
は

あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
薬
物
療
法
や
心
理
療
法
な

ど
に
よ
っ
て
症
状
は
改
善
し
ま

す
。

　

し
か
し
世
間
で
は
、
心
の
問

題
を
抱
え
る
の
は
、
本
人
に
甘

え
や
弱
さ
が
あ
る
か
ら
だ
と

い
っ
た
見
方
を
さ
れ
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

精
神
科
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と

い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
実
際
は
何
を
す
る

の
か
、
ど
れ
位
効
果
が
あ
る
の

か
に
つ
い
て
、
よ
く
知
ら
な
い

人
も
大
勢
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
偏
見
や
知
識
の

不
足
は
、
援
助
要
請
行
動
を
妨

げ
、
本
当
は
援
助

を
必
要
と
し
て
い

る
人
へ
の
支
援
を

難
し
く
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
知
識
の
獲
得

や
偏
見
の
低
減
の

た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み

が
有
効
か
に
つ
い

て
、
今
後
研
究
を

重
ね
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。

研
究
の
達
人　

研
究
の
達
人　

地
球
環
境
科
学
部

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授

河
野　

忠

　

研
究
の
達
人

　

研
究
の
達
人

心理学部専任講師

永井　智

過
去
の
水
環
境
を
復
元　

現
在
の
問
題
解
決
に
寄
与

伝承・伝説の地で採水
最先端機器で分析

心の問題抱えながら
一人で苦しむ人たち

「
援
助
要
請
行
動
」
を
妨
げ
る

様
々
な
障
害
を
取
り
除
く

た
め
の
取
り
組
み
を
探
る
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大学近くの「おかめ」にて筆者

仏像の魅力を語るはなさん

イネス・リグロンさんと板井麻衣子さんの
トークセッション

エリカ・アンギャルさん

田原総一朗氏

　

江
戸
城
を
築
城
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
太
田
道
灌
に
ま

つ
わ
る
有
名
な
伝
説
が
あ
る
。

あ
る
日
、
鷹
狩
に
出
か
け
た
道

灌
が
、
急
な
雨
に
遭
い
近
く
の

農
家
で
蓑
を
借
り
よ
う
と
し
た

と
こ
ろ
、
現
れ
た
少
女
は
無
言

の
ま
ま
、
盆
の
上
に
一
枝
の
山

吹
を
の
せ
て
差
し
出
し
た
▼
道

灌
は
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、

怒
っ
て
立
ち
去
っ
た
▼
あ
と
で

家
臣
か
ら
、少
女
の
応
対
は「
七

重
八
重
花
は
咲
け
ど
も
山
吹
の

実
の
一
つ
だ
に
な
き
ぞ
悲
し

き
」
と
い
う
古
歌
に
寄
せ
て
、

貧
し
く
蓑
の
ひ
と
つ
さ
え
持
て

な
い
悲
し
さ
を
山
吹
の
枝
に
託

し
た
も
の
だ
、
と
聞
か
さ
れ
て

自
分
の
無
学
を
恥
じ
、
和
歌
の

道
に
精
進
し
た
と
い
う
伝
説
で

あ
る
▼
こ
の
古
歌
を
も
じ
っ
て

替
え
歌
を
詠
ん
で
み
た
▼「
七
・

八
分
花
は
咲
け
ど
も
橘
の
実
の

一
つ
だ
に
な
き
ぞ
悲
し
き
」

　

こ
の
替
え
歌
の
解
釈
：
橘

（
立
正
大
学
）
は
、
一
見
す
る

と
七
学
部
・
八
学
部
も
あ
り
立

派
な
総
合
大
学
に
見
え
る
が
、

よ
く
見
る
と
実
の
あ
る
学
部
が

一
つ
も
な
く
悲
し
い
か
ぎ
り
で

あ
る
▼
こ
の
替
え
歌
の
ご
と
く

揶
揄
さ
れ
な
い
よ
う
、
ど
の
実

も
立
派
に
育
つ
よ
う
橘
の
木
を

大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。（
Ｈ
・
Ｓ
）

　

本
学
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
一
般
に
広
く
公
開
講
座

を
開
催
し
て
い
る
。

　

平
成
22
年
度
大
学
主
催
の
公

開
講
座
は
、「
ケ
ア
ロ
ジ
ー
カ

レ
ッ
ジ
」と
題
し
、４
回
に
亘
っ

て
開
講
し
た
。

　

１
回
目
は
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
公
式
栄
養
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
エ
リ
カ
・
ア
ン

ギ
ャ
ル
さ
ん
を
招
い
て
、「
コ

コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
最
新
エ
リ

　

人
び
と
は
今
、
希
望
を
語
る

指
導
者
を
求
め
て
い
る
。
そ
う

し
た
時
代
状
況
の
中
で
、
い
つ

も
遥
か
な
る
理
想
を

掲
げ
て
前
進
し
続
け

た
、
立
正
大
学
第
16

代
学
長
（
第
55
代
内
閣
総
理
大

臣
）・
石
橋
湛
山
先
生
を
仰
ぎ

見
、
熱
っ
ぽ
く
先
生
の
理
想
に

　
「
は
な
さ
ん
と
の
ひ
と
と
き
」

な
ど
と
言
う
と
、
ま
る
で
タ
レ

ン
ト
の
「
は
な
さ
ん
」
と
個
人

的
な
知
り
合
い
の
よ
う
に
受
け

取
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
…
当
然

そ
れ
が
狙
い
で
あ
る
。
し
か
し

実
は
、
昨
年
、
仕
事
で
２
時
間

ほ
ど
彼
女
と
触
れ
合
っ
た
だ
け

（
対
談
で
す
け
ど
…
）。
そ
の
優

越
感
を
少
し
表
現
し
て
み
た

生
き
た
生
涯
を
語
る
有
識
者
が

多
い
。

　

こ
の
た
び
、
立
正
大
学
石
橋

湛
山
『
卒
業
生
へ
の
言
葉
』（
昭

和
43
年
３
月
発
行
）
と
い
う
冊

子
が
資
料
の
中
に
あ
っ
た
と
、

編
集
部
か
ら
連
絡
を
受
け
た
。

そ
の
中
で
、
立
正
大
学
の
建
学

の
精
神
に
触
れ
、
鎌
倉
時
代
の

日
蓮
聖
人
の
心
優
し
い
手
紙
を

紹
介
し
な
が
ら
「
諸
君
が
こ
れ

か
ら
就
職
す
る
職
業
は
各
種
各

様
で
あ
ろ
う
が
、
…
徹
底
し
た

研
究
と
精
進
を
続
け
、
他
の
人

の
真
似
の
で
き
な
い
レ
ベ
ル

に
、
自
己
を
練
磨
し
て
ほ
し

い
！
」
と
い
う
趣
旨
の
一
文
に

め
ぐ
り
合
っ
た
。

　

先
生
が
事
あ
る
ご
と
に
、「
毎

日
、
１
頁
づ
つ
、
書
物
を
読
み

こ
な
し
な
さ
い
！
」
と
繰
り
返

し
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
起

こ
す
の
で
あ
る
。

　

先
生
は
終
戦
後
、
吉
田
茂
内

閣
で
大
蔵
大
臣
に
起
用
さ
れ
、

進
駐
軍
（
連
合
国
占
領
軍
）
の

要
人
と
論
戦
を
交
え
た
と
い

う
。
昭
和
27
年
に
立
正
大
学
学

長
就
任
を
懇
請
さ
れ
た
と
き
に

は
通
産
大
臣
。
そ
の
後
、
第
55

代
内
閣
総
理
大
臣
に
推
さ
れ
た

が
病
身
と
な
り
、
き
わ
め
て
短

期
間
で
潔
く
退
い
た
。

　

が
、
そ
の
後
、
半
身
不
随
の

不
自
由
な
身
体
で
国
交
の
無

か
っ
た
中
国
に
渡
り
、
周
恩
来

首
相
と
語
り
合
い
、
さ
ら
に
毛

沢
東
主
席
ら
に
日
中
国
交
回
復

を
提
言
し
た
。
国
交
回
復
の
背

後
に
、
身
を
捨
て
て
行
動
を
起

こ
し
た
先
生
の
尽
力
が
基
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
写
真

の
「
東
西
一
家
和
楽
（
の
）
春
」

は
、
不
自
由
な
身
の
左
手
で
揮

毫
さ
れ
た
先
生
の
書
で
あ
る
。

　

学
長
に
就
任
さ
れ
た
頃
に
は

月
曜
日
の
朝
、
自
ら
講
義
を

行
っ
た
。
政
務
多
忙
な
中
で
の

精
進
に
驚
か
さ
れ
る
。
先
生
は

も
と
も
と
宗
教
の
世
界
に
縁
の

深
い
環
境
に
あ
っ
た
が
、
ド
イ

ツ
観
念
論
全
盛
期
に
早
稲
田
大

学
で
ア
メ
リ
カ
哲
学
を
専
攻
。

就
職
先
の
『
哲
学
雑
誌
』
が
廃

刊
さ
れ
た
後
、
独
力
で
近
代
経

済
学
を
学
び
「
日
本
の
ケ
イ
ン

ジ
ア
ン
（
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学

者
）」
と
称
賛
さ
れ
た
。

　

先
生
は
通
勤
す
る
市
電
の
中

で
、
毎
朝
・
毎
夕
、
英
国
の
書

店
が
刊
行
し
た
難
解
な
経
済
学

の
原
書
を
読
み
こ
な
し
て
い
っ

た
と
い
う
。

　
「
自
ら
、
新
た
な
道
を
切
り

ひ
ら
く
！
」
と
い
う
こ
と
は
、

で
き
そ
う
に
な
い
こ
と
だ
が
、

石
橋
湛
山
先
生
は
こ
れ
を
や
り

こ
な
し
、
日
本
を
代
表
す
る
財

政
論
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
、
日
本
は
不
況
下
に
あ
る

と
い
わ
れ
、
出
口
は
な
か
な
か

開
き
そ
う
に
な
い
。
若
人
は
希

望
を
持
て
な
い
で
い
る
。
だ
が

そ
の
仲
間
に
入
っ
て
尻
込
み
し

て
い
た
の
で
は
前
進
は
な
い
。

立
正
大
学
を
巣
立
つ
諸
君
！
湛

山
学
長
の
青
春
を
手
本
と
し
、

自
分
で
新
た
な
道
を
開
拓
す
る

意
気
込
み
で
進
ん
で
ほ
し
い
。

時
代
は
ま
さ
に
、
そ
の
よ
う
な

人
材
を
望
ん
で
い
る
の
だ
。

か
っ
た
ま
で
で
あ
る（
失
礼
！
）。

　

そ
の
「
ひ
と
と
き
」
と
は
、

仏
教
学
部
主
催
の
「
仏
教
文
化

公
開
講
座
」
に
お
い
て
「
仏
像

大
好
き
少
女
」
の
草
分
け
的
存

在
「
は
な
さ
ん
」
を
招
い
て
、

２
人
の
同
僚
と
と
も
に「
仏
像
」

を
め
ぐ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
？
を

行
っ
た
際
の
こ
と
。
そ
の
わ
ず

か
な
経
験
だ
け
で
、
は
な
さ
ん

に
つ
い
て
語
る
の
は
憚
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
コ
ラ

ム
は
「
ひ
と
と
き
」
を
め
ぐ
る

後
日
談
的
な
「
独
り
言
」
で
あ

る
。

　

今
回
の
講
座
の
趣
旨
は
、
異

な
る
立
場
で
「
仏
像
」
に
関
わ

る
人
た
ち
が
「<

わ
た
し>

に

と
っ
て
の
仏
像
」
を
語
り
合
う

こ
と
で
、今
に
お
け
る
「
仏
像
」

の
存
在
意
義
を
浮
き
彫
り
に
す

る
と
い
う
も
の
。
終
わ
っ
て
み

る
と
む
し
ろ
、
聴
講
者
の
反
応

の
中
に
、
日
本
人
に
と
っ
て
の

仏
像
の
在
り
方
が
象
徴
的
に
表

れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　

特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、

は
な
さ
ん
が
「
す
て
き
」「
セ

ク
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
で
仏
像

の
印
象
を
表
現
し
て
い
た
こ
と

に
、
多
く
の
人
が
少
し
違
和
感

を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

一
方
で
、
彼
女
の
仏
像
に
対

す
る
想
い
入
れ
と
知
識
の
豊
富

さ
に
皆
が
驚
い
た
。
そ
の
語
り

を
通
し
て
、
彼
女
が
自
分
自
身

の
眼
と
感
性
で
仏
像
に
対
峙
、

そ
の
印
象
を
率・

直・

に・

語
っ
て
い

る
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
、
皆
が

了
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

素
直
に
仏
像
に
出
会
い
、
そ

の
印
象
を
率
直
に
語
る
彼
女
へ

の
違
和
感
は
、
仏
像
と
は
素
直

に
出
会
っ
た
り
率
直
に
語
っ
た

り
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
い
う

日
本
人
の
中
に
伏
在
す
る
先
入

観
を
鏡
の
よ
う
に
映
し
出
し
て

い
た
。
そ
れ
は

「
宗
教
」
に
対

す
る
日
本
人
の

一
般
的
認
識
に
も
通
じ
て
い
る
。

　

は
な
さ
ん
に
は
異
文
化
的
な

視
点
が
あ
る
。
そ
れ
が
微
か
な

違
和
感
と
と
も
に
、
わ
れ
わ
れ

に
と
っ
て
は
当
た
り
前
で
あ
る

が
ゆ
え
に
盲
目
な
、
日
本
人
特

有
の
文
脈
に
光
を
あ
て
、
そ
れ

に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。

　

あ
の
「
場
」
に
は
自
国
の
文

化
を
理
解
す
る
こ
と
の
難
し
さ

と
可
能
性
が
、
水
面
に
映
る
月

の
よ
う
に
見
え
隠
れ
し
て
い

た
。
あ
り
が
と
う
、は
な
さ
ん
。
















































カ
・
バ
イ
ブ
ル
」
を
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
ス
タ
イ
ル
で
。

　

２
回
目
は
本
学
Ｏ
Ｇ
で
『
乙

女
美
肌
室
』
の
著
者
・
髙
橋
理

砂
さ
ん
に
よ
る
「
き
れ
い
が
輝

く
セ
ル
フ
ス
キ
ン
ケ
ア
」
を

テ
ー
マ
に
毎
日
の
ス
キ
ン
ケ
ア

に
つ
い
て
実
演
形
式
で
の
講

演
。

　

３
回
目
は
本
学
文
学
部
・
金

井
淑
子
教
授
が
「
自
己
へ
の
ケ

ア
、
記
憶
の
ケ
ア
〜
傷
を
愛
せ

る
女（
わ
た
し
）に
〜
」と
題
し

て
講
演
。

　

４
回
目
は
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

＆
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
エ
キ
ス
パ
ー

ト
の
イ
ネ
ス
・

リ
グ
ロ
ン
さ
ん

と
２
０
１
０
ミ

ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ス
・
ジ
ャ
パ
ン

の
板
井
麻
衣
子

さ
ん
の
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
、
い
ず

れ
の
回
も
一
昨

年
を
上
回
る
多

く
の
反
響
を
い

た
だ
い
た
。

　

仏
教
学
部
の

講
座
は
、本
学

建
学
の
日（
10

月
13
日
）に
仏

教
文
化
講
座
を

タ
レ
ン
ト
の
は

な
さ
ん
を
招
い

て
開
催
。「<

わ

た
し>

に
と
っ

て
の
仏
像
」を

テ
ー
マ
に
、は

庭
の
す
が
た
か
ら
〜
」
と
し
、

本
学
教
授
や
外
部
の
方
な
ど
幅

広
い
方
々
が
講
師
を
務
め
、

様
々
な
視
点
か
ら
の
「
つ
な
が

り
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

経
済
学
部
は
学
部
開
設
60
周

年
を
記
念
し
、「
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
の
ア
ジ
ア
と

日
本
の
役
割
―
東
ア
ジ
ア
の
中

に
お
い
て
、
日
本
の
未
来
を
考

え
る
―
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、「
激
動
す
る
国
際

情
勢
と
今
後
の
日
本
に
つ
い

て
」、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田

原
総
一
朗
氏
が
基
調
講
演
。
そ

の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
田
原
氏
の
ほ
か
、
本

学
教
授
や
多
数
の
パ
ネ
リ
ス
ト

を
迎
え
、『
会
社
四
季
報
』
の

元
編
集
長
・
田
北
浩
章
氏
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め

た
。
講
座
は
大
盛
況
で
、
多
く

の
方
が
来
校
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
経
済
学
部
は
現
在
、

「
金
融
市
場
と
資
産
運
用
」
と

題
し
て
、
全
11
回
の
講
座
を
学

外
の
講
師
を
中
心
に
開
催
中
。

　

心
理
学
部
は
品
川
区
と
共
催

で
「
地
域
・
暮
ら
し
・
家
庭
の

人
間
関
係
を
考
え
る
」
を
全
体

テ
ー
マ
と
す
る
講
座
を
学
部
の

教
員
が
３
回
に
わ
た
り
開
催
。

多
く
の
方
が
「
よ
り
良
く
生
き

る
」
た
め
の
心
理
学
的
知
識
を

学
び
、
日
々
の
暮
ら
し
に
活
か

そ
う
と
熱
心
に
受
講
し
た
。

　

ま
た
、
熊
谷
３
学
部
（
法
学

部
・
社
会
福
祉
学
部
・
地
球
環

境
科
学
部
）
は
、
地
域
交
流
、

生
涯
学
習
支
援
を
目
的
に
合
同

で
開
催
し
た
。

　
「
政
権
交
代
と
私
た
ち
の
暮

ら
し
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
学
部

の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
講
演
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
学
は
地
域

に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
様
々

な
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。
来

年
度
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

な
さ
ん
の
仏
像
へ
の
思
い
や
感

性
、疑
問
な
ど
に
つ
い
て
本
学

の
教
授
陣
が
加
わ
り
、解
り
や

す
く
楽
し
く

ト
ー
ク
を
展
開

し
た
＝
下
欄
参

照
。

　

文
学
部
は
統

一
テ
ー
マ
を

「
つ
な
が
り
あ

う
〜
様
々
な
家

視点視点

湛
山
先
生
の「
卒
業
生
へ
の
言
葉
」

 

渡
邊　

寶
陽

 

（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

秋田　貴廣
（仏教学部仏教学科教授）

〈
30
〉

「
は
な
さ
ん
」　

と
の
ひ
と
と
き 

仏
像
へ
の
想
い
は
様
々

地域に開かれた立正大学
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底
抜
け
の
捻
く
れ
者
が
も
う
二
度
と
会
ひ
た
く
な
い
と
言

ふ
と
き
悲
し 

菅
野　

雄
一
（
北
海
道
）

ど
ん
よ
り
と
し
た
顔
並
ぶ
牛
丼
屋
挑
む
顔
し
て
扉
押
し
た

り 

篠
崎　

央
子
（
世
田
谷
区
）

悔
し
さ
で
弱
気
に
な
っ
た
ら
我
が
影
と
木
漏
れ
日
浴
び
て

二
人
三
脚 

石
井
美
枝
子
（
夕
張
市
）

や
わ
ら
か
き
お
腹
を
か
か
え
て
寝
る
猫
の
か
た
ち
に
な
っ

て
私
も
眠
る 

ふ
う
ら
い
ぼ
う
（
行
田
市
）

お
歳
暮
に
三
億
円
の
宝
く
じ
ジ
ャ
ン
ボ
な
夢
を
わ
れ
は
い

た
だ
く 

近
藤　

邦
巳
（
船
橋
市
）

あ
れ
も
こ
れ
も
と
荷
物
を
か
か
え
帰
る
娘
を
見
送
る
夕
べ

上
弦
の
月 

金
子　

敏
衣
（
熊
谷
市
）

〔
評
〕

　

菅
野
作
品
「
底
抜
け
の
」。
正
直
で
良
い
人
か
ら
「
も

う
二
度
と
会
い
た
く
な
い
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
も
ち
ろ
ん
、

悲
し
く
寂
し
い
。
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
そ
れ
も
「
底
抜
け

の
捻
く
れ
者
」
か
ら
言
わ
れ
た
方
が
、
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ

ど
悲
し
い
と
歌
う
。
正
直
で
良
い
人
よ
り
も
、
お
そ
ら
く
、

ズ
バ
リ
と
作
者
の
本
質
を
突
く
の
だ
。　

篠
崎
作
品
「
ど

ん
よ
り
と
」。
黙
々
と
、
そ
れ
も
あ
っ
と
言
う
間
に
多
く

が
食
べ
終
わ
る
牛
丼
屋
。
女
性
ひ
と
り
で
入
る
に
は
少
々

勇
気
が
い
る
ら
し
い
。
気
合
を
い
れ
、
扉
を
押
し
て
ひ
と

り
で
入
る
作
者
を
よ
く
表
す
下
句
。　

石
井
作
品
「
悔
し

さ
で
」。
悔
し
さ
の
あ
ま
り
、
も
う
ど
う
な
っ
て
も
等
と

思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
自
分
を
励
ま
す
気
持
ち
の
よ

く
出
て
い
る
結
句
「
二
人
三
脚
」。　

ふ
う
ら
い
ぼ
う
作

品
「
や
わ
ら
か
き
」。
い
か
に
も
気
持
ち
良
さ
そ
う
な
猫

の
寝
姿
。
眠
ろ
う
と
し
て
、
ふ
と
そ
の
姿
を
思
い
出
し
た

の
だ
ろ
う
。　

近
藤
作
品
「
お
歳
暮
に
」。
こ
ん
な
お
歳

暮
も
あ
る
の
だ
。ふ
む
ふ
む
。ま
さ
に
ジ
ャ
ン
ボ
な
夢
。「
い

た
だ
く
」
が
コ
ミ
カ
ル
な
味
わ
い
を
出
す
。　

金
子
作
品

「
あ
れ
も
こ
れ
も
と
」。
新
婚
の
娘
が
、
あ
れ
も
こ
れ
も
頂

戴
と
持
っ
て
帰
る
云
々
と
の
詞
書
き
を
添
え
る
。「
新
婚
」

を
活
か
し
た
い
。「
あ
れ
も
こ
れ
も
と
荷
物
を
か
か
え
新

婚
の
娘
帰
る
を
夕
べ
見
送
る
」
な
ど
。
参
考
に
。

木
犀
の
香
に
誘
わ
れ
て
寺
巡
ぐ
り

 

東
京
都
台
東
区　

関　
　

一
教

法
華
太
鼓
背
に
深
甚
の
御
命
講

 

神
奈
川
県
横
浜
市　

長
崎　

円
喜

里
神
楽
お
面
を
取
れ
ば
父
の
顔

 

東
京
都
大
田
区　

水
口　

仁
平

身
に
入し

む
や
樹
木
葬
と
ふ
話
な
ど

 

埼
玉
県
東
松
山
市　

佐
藤　
　

弘

寝
に
帰
る
鳥
も
秋
の
声
の
う
ち

 

神
奈
川
県
大
和
市　

今
関
十
三
里

庄
屋
跡
牛
馬
つ
な
ぎ
し
輪
の
冷
ゆ
る

 

広
島
県
広
島
市　

村
越　
　

縁

身
無
し
子
の
背せ
な
に
そ
ぼ
降
る
時
雨
か
な

 

神
奈
川
県
川
崎
市　

渡
辺
さ
ち
子

一
人
来
し
故
里
い
づ
こ
時
雨
来
て

 

千
葉
県
船
橋
市　

近
藤　

邦
巳

奥
付
け
を
読
み
継
ぐ
司
書
や
去
年
今
年

 

東
京
都
練
馬
区　

西
岡　
　

翠

〔
評
〕
木
犀
の

－

秋
季
の
「
寺
巡
ぐ
り
」
が
こ
の
よ
う
に
。

法
華
太
鼓

－

東
京
池
上
本
門
寺
の
御
会
式
は
有
名
。
宗
徒

が
昔
の
よ
う
に
今
も
。
里
神
楽

－

村
の
神
前
で
舞
楽
が
行

わ
れ
た
。
舞
手
は
父
だ
っ
た
と
い
う
思
い
出
を
詠
ん
だ
。

身
に
入
む
や

－

秋
深
く
寒
さ
を
覚
え
る
こ
ろ
、「
樹
木
葬
」

が
言
の
葉
に
乗
っ
た
り
し
て
い
る
。
心
境
詠
。
寝
に
帰
る

－

秋
の
夕
ぐ
れ
、
自
然
の
中
で
の
生
き
物
の
声
を
と
思
う

と
き
、
烏
を
見
か
け
た
。「
秋
の
声
の
う
ち
」
と
。
烏
に

自
己
を
投
影
し
た
作
。
庄
屋
跡

－

江
戸
時
代
の
庄
屋
（
村

の
行
政
事
務
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
）
の
跡
で
、
見
学
に
訪

れ
た
作
者
が
、
往
昔
を
か
く
偲
ん
で
い
る
。
身
無
し
子
の

－

こ
の
句
、
物
語
を
秘
め
た
作
。
一
人
来
し

－

こ
の
句
も

心
境
を
語
る
。
奥
付
け
を

－

三
十
有
余
年
に
わ
た
る
立
正

大
学
図
書
館
勤
務
だ
っ
た
と
、
感
無
量
の
新
年
詠
。

「
光
体
考
」

 

（
平
成
12
年
度
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
了
）

 

浅
間
俊
之

こ
の
一
個
の
人
間
は

計
り
知
れ
ず
小
さ
い

宇
宙
を
超
え
る

と
主
張
す
る
人
間
の
考
え
だ
っ
て

狭
小
な
凡
人
の
世
界
観
に
す
ぎ
な
い

宇
宙
に
輝
く
数
え
き
れ
な
い
星
た
ち
も

光
源
の
力
が
強
く
な
け
れ
ば

見
る
者
の
と
こ
ろ
ま
で
届
か
な
い

無
か
ら
誕
生
し
た
宇
宙

光
の
帰
る
と
こ
ろ
も　

ま
た
無
―

輝
き
続
け
よ
う
と
し
た
も
の
も

光
源
の
み
を
力
な
く
残
す
な
ら

時
間
も
空
間
も
持
た
ず

世
界
か
ら
消
滅
す
る

誰
か
ら
も
認
め
ら
れ
な
い
別
世
界
の
中
で
。

〔
評
〕

　

こ
の
「
詩
壇
」
の
馴
染
み
客
、
浅
間
君
の
詩
に
、
今
回
は

か
っ
て
に
斧ふ

鉞え
つ

を
加
え
た
。
旗
亭
主
人
の
特
権
だ
。

　

題
名
「
動
け
な
い
光
」
を
「
光
体
考
」
に
、
二
行
目
「
計

り
知
れ
な
い
ほ
ど
」
を
「
計
り
知
れ
ず
」
に
、
四
行
目
「
と

言
わ
れ
た
」
を
「
と
主
張
す
る
」
に
、
五
行
目
「
凡
人
の
狭

小
な
世
界
観
で
は
」
を
「
狭
小
な
凡
人
の
…
…
」
に
、
第
四

連
の
二
行
目
「
力
な
く
光
源
の
み
を
残
す
と
き
」
に
も
加
筆
、

三
行
目
「
誰
か
ら
も
…
…
」
を
最
終
行
へ
と
移
し
た
。
同
四

行
目
「
世
界
か
ら
消
滅
す
る
」
の
上
に
は
「
光
な
が
ら
―
―
」

と
あ
っ
た
の
を
、
削
っ
た
。

　

な
ぜ
か
。
作
者
を
含
め
各
自
考
え
て
ほ
し
い
。
自
由
詩
の

「
自
由
」
も
、
技
法
上
の
約﹅

束﹅

で
あ
れ
ば
、〈
演
技
〉
的
訓
練

を
（
社
会
的
訓
練
に
ひ
と
し
く
）
経
な
け
れ
ば
、
本
来
の
狙

い
が
発
揮
し
難
い
の
だ
。
言
葉
を
三
面
鏡
の
前
に
立
た
せ
、

自
分
を
他
人
の
目
で
見
な
お
す
こ
と
。

　

全
文
平
仮
名
書
き
の
、
さ
い
と
う　

よ
し
ま
さ
「
非
常
心

と
平
常
心
」
も
面
白
か
っ
た
が
、
平
仮
名
書
き
に
す
る
必
然

性
が
わ
か
ら
な
い
。「
こ
う
い
ん
や
の
ご
と
し
」
を
な
ぜ
漢

字
混
り
に
し
な
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。
も
っ
と
冷
静
で
緻ち

密み
つ

な
〈
計
算
〉
が
欲
し
い
。
厳
し
い
基
礎
訓
練
の
上
で
の
危

険
な
曲
技
に
こ
そ
、
見
物
の
喝
采
は
湧
く
。

　

史
料
編
纂
室
で

は
、
立
正
大
学
（
立

正
中
学
・
高
校
・
短

期
大
学
部
を
含
み
ま

す
）
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
を
収
集

し
て
い
ま
す
。

　

広
報
誌
な
ど
の
学

内
刊
行
物
、時
間
割
、

講
義
ノ
ー
ト
、
文
書

資
料
、
学
生
運
動
関

係
等
の
ビ
ラ
、
写
真

（
ア
ル
バ
ム
）、
記
念

品
、
躍
進
歌
な
ど
立

正
大
学
の
歴
史
に
関

す
る
資
料
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
史
料
編

纂
室
に
ご
寄
贈
も
し

く
は
貸
与
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

☎
０
３（
３
４
９
２
）

２
６
８
１

内
線
（
４
１
９
７
・

４
１
９
８
）

　

今
号
（
第
１
１
２
号
）
を
も

ち
ま
し
て
、「
詩
壇
」「
俳
壇
」「
歌

壇
」
は
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

12
年
間
、
本
欄
を
愛
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
「
立
正
大
学
学
園
新

聞
」
を
育
て
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◆
新
企
画

☆
ス
ナ
ッ
プ
写
真

　

学
生
時
代
の
思
い
出
の
一
枚

（
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
）

☆
漫
画
（
４
コ
マ
等
）

　

以
上
の
企
画
へ
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
写
真
投
稿
に
際
し
て

ご
本
人
以
外
の
方
が
写
っ
て
い

る
も
の
は
、
そ
の
方
の
了
解
を

得
て
く
だ
さ
い
。

　

氏
名
、
学
部
、
学
科
、
学
年

（
卒
業
生
は
卒
業
年
）、住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

〔
宛
先
〕

　

〒
１
４
１-

８
６
０
２

　

東
京
都
品
川
区
大
崎
４-

２

-

16 

立
正
大
学
政
策
広
報
課

学
園
新
聞
担
当

〔
Ｅ
メ
ー
ル
〕

　

pln@
ris.ac.jp

〔
締
切
〕

　

平
成
23
年
１
月
25
日
必
着

「詩壇」「俳壇」「歌壇」
終了いたします
新企画に
 ご応募ください

「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
に
つ
つ
ま

れ
て
…
♡
」

〈
写
真
〉

 

勝　

美
由
紀

　
（
平
成
17
年
度
社

会
福
祉
学
部
人
間
福

祉
学
科
卒
）

「Dolce」
〈写真〉
 山川　萌美
　（社会福祉学部社会福祉学科１年）

父
母
・

 

卒
業
生　

　
　
　

か
ら

学
生　

　

か
ら
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（7）2011年（平成23年）１月１日 第112号

お問い合わせは立正大学入試センター
　03-3492-6649

2月
全学部入試一般入学試験

土

5

12

19

26

金

4

11

18

25

木

3

10

17

24

水

2

9

16

23

火

1

8

15

22

月

7

14

21

日

6

13

20

27 28

3 4 5

21
前期試験日程

後期試験日程

●前期出願期間
※消印有効1/5○～1/25○水 火

インターネット：1/12○～1/26○17：59まで　窓口：1/26○※大崎キャンパスのみ水 水 水

土

112222222222

19

金

18888
日程

●後期出願期間

インターネット：1/29○～2/14○23：59まで　窓口：2/15○※大崎キャンパスのみ土 月 火

1/18○～2/12○土火
※消印有効

心理学部が変わります !!
　対人・社会心理学科

を開設

●3月試験試験日（3/4○）の出願期間金

2/15○～2/24○火 木 ※消印有効

インターネット：2/17○～2/25○　窓口：2/25○※大崎キャンパスのみ木 金 金
17：59まで

前期：1/5○～1/14○水 金 ※消印有効

中期：1/17○～2/11○月 金 ※消印有効

後期：2/15○～3/10○火 木 ※消印有効

●センター試験利用入試の出願期間
（郵送のみ）

高大の学びを説明

㊤
岡
崎
先
生
の
講
演
を
熱
心
に
聞
く
ご
父
母
㊦
個
人
面
談
会

◆
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

昨
年
９
月
25
日
、
神
奈
川
県

立
城
山
高
等
学
校
の
生
徒
８
人

が
学
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　

昨
年
10
月
31
日
、
学
園
祭
開

催
中
の
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
石
橋

湛
山
記
念
講
堂
で
立
正
大
学
橘

父
兄
会
主
催
・
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
後
援
の
「
父

母
の
た
め
の
就
職
講
座

2
0
1
0
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
3
0
０
人
を
超
え
る

父
母
の
皆
様
に
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
部
で
す
が
、
学
生

本
人
も
同
席
し
、
昨
今
の
就
職

事
情
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
へ
の
熱

意
を
物
語
る
一
面
を
感
じ
と
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
亀
井
玄
栄

副
会
長
の
司
会
進
行
で
当
日
の

内
容
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岩
渕
昌
之
橘
父
兄
会
会
長
、

下
垣
伸
吉
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
長
の
挨
拶
の
後
、
約

90
分
間
、
質
疑
応
答
も
交
え
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
親
と
し
て
、

わ
が
子
の
就
活
を
支
え
る
５
つ

の
こ
と
」
と
題
し
て
、
岡
崎
洋

先
生
（
株
式
会
社
岡
崎
人
事
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役
社

長
・
立
正
大
学

非
常
勤
講
師
）

の
講
演
を
実
施

し
ま
し
た
。
岡

崎
先
生
は
、
授

業
科
目
「
キ
ャ

リ
ア
開
発
基
礎

講
座
」
の
担
当

講
師
で
す
。

　

岡
崎
先
生
の

講
演
内
容
は
、

概
略
以
下
の
５
点
で
す
。

①
就
職
活
動
の
流
れ
を
知
っ
て

ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
ろ
う

②
企
業
は
ど
ん
な
人
材
を
求
め

て
い
る
の
か
知
っ
て
お
こ
う

③
「
適
職
探
し
」
へ
の
支
援

④
ま
ず
わ
が
子
の
話
に
耳
を
傾

け
よ
う

⑤
親
こ
そ
身
近
で
究
極
の
コ
ー

チ
　

今
回
の
講
演
で
、
父
母
の
皆

様
に
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
内
容
と
し
て
、
以
下
の
点
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。（
配
付
資
料

よ
り
抜
粋
）

◆
話
を
聴
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

は
？

「
親
に
相
談
し
て
よ
か
っ
た
」

と
思
わ
れ
る
た
め
に

①
話
し
て
く
れ
た
こ
と
を
受
け

止
め
る　

②
子
の
話
を
否
定
せ

ず
、
受
け
止
め
る　

③
子
が
感

じ
て
い
る
こ
と
に
共
感
す
る

④
子
の
気
持
ち
の
整
理
を
手
伝

う　

⑤
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

る　

⑥
そ
の
後
を
見
守
る

◆
学
生
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

に
は

①
「
気
持
ち
を
聴
く
」
こ
と

②
「
う
な
ず
き
、
相
槌
」
は
傾

聴
の
第
一
歩　

③
「
プ
ラ
ス
の

ス
ト
ロ
ー
ク
」
で
返
す　

④
共

感
し
な
が
ら
、
深
め
る
「
発
問

力
」

◆
「
相
談
し
て
も
無
駄
だ
」
と

思
わ
れ
な
い
た
め
に
（
以
下
の

行
為
は
し
な
い
）

①
話
を
聴
か
ず
に
、
励
ま
す

②
話
を
聴
か
ず
に
、
決
め
つ
け

る　

③
い
き
な
り
叱
り
つ
け
る

④
問
題
を
軽
視
す
る　

⑤
逆
に

愚
痴
を
言
う　

⑥
責
任
逃
れ
を

言
う

　

父
母
の
皆
様
に
は
、
今
後
、

わ
が
子
の
就
職
活
動
を
親
と
し

て
ど
の
よ
う
に
支
え
る
べ
き

か
、
理
解
い
た
だ
け
た
と
確
認

致
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
員
と
父
母

と
の
個
人
面
談
が
開
催
さ
れ
、

講
師
の
岡
崎
洋
先
生
を
は
じ
め

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

職
員
８
人
が
約
75
組
の
父
母
の

熱
心
な
質
問
に
答
え
、
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
は
、
私
た
ち
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
員

に
よ
る
様
々
な
形
で
の
学
生
支

援
に
加
え
、
各
家
庭
で
の
対
話

等
の
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
、
初

め
て
学
生
は
納
得
の
い
く
就
職

活
動
に
臨
め
る
も
の
と
本
日
の

講
座
を
通
じ
て
改
め
て
認
識
し

た
一
日
で
し
た
。

（
大
崎
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
課
長
鈴
木
和
弘
）

タ
ー
（
図
書
館
）
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
た
カ
ウ
ン

タ
ー
業
務
や
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
業

務
、
書
籍
の
装
備

実
習
作
業
な
ど
を

体
験
、「
図
書
館

学
」
の
特
別
講
演

を
実
施
し
ま
し

た
。
大
学
図
書
館

の
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
以
外
の
目
に
見

え
な
い
様
々
な
業

務
体
験
を
通
し

て
、
生
徒
自
身
の
進
路
形
成
と

図
書
館
業
務
の
社
会
的
文
化
的

役
割
を
伝
え
ま
し
た
。

◆
心
理
学
部
体
験
授
業

 

昨
年
10
月
７
日
・
14
日
・
28

日
の
３
回
に
わ
た
り
、
神
奈
川

県
立
城
郷
高
等
学
校
の
２
年
生

14
人
が
心
理
学
部
「
認
知
心
理

学
（
山
村
先
生
）」
の
授
業
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
「
誤
っ
た
進
路
選
択
を
さ
せ

な
い
た
め
に
大
学
で
学
ぶ
心
理

学
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
大
学
の
正

規
授
業
体
験
と
併
せ
、
高
大
接

続
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
。

　

初
回
は
「
大
学
を
知
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
施
設
見
学
と
学
部

紹
介
。
２
回
目
は
「
高
大
の
学

び
」
を
テ
ー
マ
に
高
等
学
校
の

基
礎
教
育
の
重
要
性
を
説
明
。

　

最
終
回
は
、「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
の
視
点
か
ら
、
自
分
自
身

を
知
る
、
自
分
磨
き
の
重
要
性

に
つ
い
て
講
義
を
行
い
、
早
い

段
階
で
の
大
学
授
業
体
験
を
通

し
て
大
学
で
の
学
修
意
義
を
伝

え
ま
し
た
。

㉔

父母のための就職講座2010
“親の心得„ を学ぶ

75
組
の
父
母
と
面
談

進
む
高
校
・
大
学
連
携

　

高
校
生
が
図
書
館
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

　
　

心
理
学
部
の
授
業
を
体
験
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2011年（平成23年）１月１日（8）第112号

本校生徒が活躍する
２つの弁論大会

　
「
中
学
」
と
「
仏
教
主
義
学
校
連
盟
」

　
　

響
く
若
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

美
術
は
経
験
か
ら
考
え
自
分
の
答
え
を
発
見
す
る

美しい作品を
　いっぱい鑑賞し
　　豊かな感情の人に

小学生時代から空手道
世界大会で３位
校内では弓道部に所属

文
武
両
道
で
が
ん
ば
る

　

テ
レ
ビ
の
某
Ｃ
Ｍ
に
、
乳
母

車
が
下
り
坂
を
自
動
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
降
り
、
母
親
の
手
元

ま
で
た
ど
り
着
く
と
い
う
シ
ー

ン
が
登
場
す
る
が
、
笑
顔
の
母

親
、
乳
母
車
を
追
い
か
け
て
き

て
、
そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
驚

嘆
し
て
い
る
男
性
に
「
こ
ん
な

と
き
、
笑
え
る
の
か
？
」
と
疑

問
を
感
じ
た
。違
和
感
が
あ
り
、

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
伝
わ
っ
て
こ

な
い
の
で
あ
る
。

　

乳
母
車
は
母
親
自
ら
の
手
で

押
す
こ
と
で
初
め
て
子
供
に
も

愛
情
が
伝
わ
る
の
で
は
な
い

か
。
我
が
子
を
少
し
で
も
揺
ら

さ
な
い
よ
う
、
道
の
凸
凹
を
踏

ま
な
い
よ
う
に
気
遣
い
な
が
ら

押
し
て
い
く
。
そ
し
て
安
心
し

き
っ
て
眠
る
我
が
子
に
向
け
る

笑
顔
に
こ
そ
リ
ア
ル
さ
を
感
じ

る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
某
テ
レ
ビ
局
の

ニ
ュ
ー
ス
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
で

は
、
レ
ポ
ー
タ
ー
が
手
作
り
の

資
料
を
基
に
解
説
し
て
い
る
。

小
学
校
の
工
作
の
よ
う
な
完
成

度
の
低
い
も
の
で
も
、
一
所
懸

命
説
明
し
て
い
る
レ
ポ
ー
タ
ー

は
と
て
も
微
笑
ま
し
い
。

　

某
Ｃ
Ｍ
の
方
は
、
自
身
の
会

社
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
強
調
さ

れ
る
あ
ま
り
、
乳
母
車
内
の
赤

ん
坊
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
ニ
ュ
ー

ス
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
方
は
視
聴

者
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を

十
分
に
と
ら
え
た
結
果
だ
ろ

う
。
時
代
が
ど
ん
な
に
ハ
イ
テ

ク
化
し
て
も
失
い
た
く
な
い
も

の
は
あ
る
。

　

機
械
化
、
自
動
化
に
よ
る
便

利
さ
の
反
面
、
そ
れ
と
引
き
替

え
に
失
わ
れ
て
い
く
も
の
の
代

償
は
意
外
と
大
き
い
も
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

新
年
を
迎
え
、
改
め
て
考
え

て
み
た
い
。

　

本
校
に
は
、
２
つ
の
弁
論
大

会
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
中
学
弁
論
大
会
で

す
。
昨
年
は
20
回
を
迎
え
る
記

念
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
か
ら
代
表
１
人
を

選
出
、
１
年
か
ら
３
年
ま
で
の

15
人
が
弁
論
を
競
い
ま
す
。

　
「
将
来
の
夢
」「
命
の
大
切
さ
」

「
私
の
趣
味
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
が
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を

熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
３
年
の
河
野
裕
明
君

が
論
題
「
悩
み
と
幸
せ
」
で
最

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

も
う
一つ
は
仏
教
主
義
学
校
連

盟
弁
論
大
会
で
す
。
仏
教
を
建

学
の
理
念
と
す
る
加
盟
校
17
校

　

東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
彫

刻
科
を
首
席
で
卒
業
し
、
大
学

院
修
了
後
、
６
年
間
フ
ラ
ン
ス

に
留
学
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
彫
刻
と
い
う
枠
を

超
え
た
現
代
美
術
と
い
う
新
し

い
芸
術
表
現
を
学
び
ま
し
た
。

年
に
数
回
展
覧
会
を
開
催
し
、

作
品
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

帰
国
後
、
本
校
に
勤
務
し
、

の
代
表
者
が
弁
論
を
行
い
ま
す
。

昨
年
で
27
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

学
校
に
よ
っ
て
は
弁
論
部
が

あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
部

員
が
出
場
し
て
上
位
の
賞
を
獲

得
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
は
本
校
の
高
２
・
高
杉

晃
央
君
（「
こ
の
生
徒
に
注

目
！
」
欄
を
参
照
）
が
「
前
を

見
つ
め
て
」
と
い
う
論
題
で
、

見
事
、
第
２
位
入
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

　

ど
ち
ら
の
大
会
も
、
11
月
下

旬
に
立
正
大
学
石
橋
湛
山
記
念

講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
現
代

社
会
の
中
で
、
若
い
中
高
生
が

何
を
考
え
、
訴
え
た
い
の
か
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
胸
に
響
き

ま
す
。

　

こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ

多
様
な
価
値
観
を
理
解
し
あ
っ

て
、
明
る
い
未
来
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
の
が
我
々
の
使
命
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
意
義
の
あ
る
大

会
が
、
今
後
さ
ら
に
充
実
し
た

も
の
と
な
り
、
永
続
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
か
ら
空
手
道
を
習
い

始
め
、
中
学
３
年
の
時
、
全
日

本
大
会
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
そ

の
年
に
ロ
シ
ア
で
行
わ
れ
た
世

界
大
会
に
出
場
、
３
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

今
は
、
世
界
の
王
者
に
な
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

校
内
で
は
弓
道
部
に
所
属
し

て
お
り
、
東
日
本
大
会
出
場
も

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
面
で
も
常
に
ク

ラ
ス
の
上
位
に
位
置
し
、
ま
さ

に
文
武
両
道
で
、
充
実
し
た
高

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
中
学
１
年
生
の
担
任
を

務
め
て
い
ま
す
。
昨
年
の
文
化

祭
も
舞
台
や
校
内
装
飾
を
中
心

に
、
生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
飾

り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

美
術
は
、
経
験
の
中
か
ら
考

え
、
自
分
の
答
え
を
発
見
す
る

行
為
で
す
。
美
術
で
学
ん
だ
も

の
を
日
ご
ろ
の
行
動
に
も
自
己

を
表
現
す
る
力
と
し
て
生
か
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
美
し
い
芸
術
作
品
を

た
く
さ
ん
鑑
賞
し
て
、
豊
か
な

感
情
を
も
っ
た
人
間
に
成
長
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

■　中学入試要項 ■　高校入試要項

吉
川　

秀
先
生　
美
術
科

高
２　

高
杉　

晃あ
き

央お

く
ん

こ
の
生
徒
に
注
目
！

こ
の
生
徒
に
注
目
！
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見事優勝した淞南サッカー部

生徒たちに話す高さん

熱心に清掃活動をする淞南高の生徒たち

広島東洋カープに入団する中村恭平選手
（写真提供/富士大学）

開星を相手に闘う決勝戦

全国高校サッカー島根県大会
見事！３年連続優勝

揺
る
ぎ
な
き
全
員
サ
ッ
カ
ー

　

心
・
技
・
体
の
全
て
で
相
手
を
突
き
放
す

北
朝
鮮
か
ら
の
脱
北
者

　

高
さ
ん
の
講
演
会
開
く

卒業生初のプロ野球入り
中村恭平さん広島へ

本校出身の坂田精二郎氏
立正大野球部の
新コーチに就任

心
込
め
地
域
清
掃

学
校
挙
げ
て
参
加

　
「
冬
の
全
国
」
と
い
う
夢
の

舞
台
を
賭
け
た
決
勝
戦
は
、
攻

撃
的
な
ス
タ
イ
ル
を
80
分
間
貫

き
通
し
た
立
正
大
淞
南
が
破
壊

力
の
あ
る
ア
タ
ッ
ク
を
思
う
存

　

昨
年
９
月
17
日
、
北
朝
鮮
か

ら
の
脱
出
者
で
あ
る
高
政
美

分
に
披
露
し
、
大
量
８
ゴ
ー
ル

を
奪
っ
て
圧
倒
。
完
勝
で
、
見

事
３
年
連
続
11
度
目
の
優
勝
を

果
た
し
た
。

　

昨
年
11
月
14
日
、
出
雲
市
の

浜
山
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ

れ
た
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
島
根
県
大
会
。
前
半
６
分
、

左
サ
イ
ド
の
小
田
君
（
３
年
）

が
見
事
な
個
人
技
で
先
制
す
る

と
、
９
分
、
17
分
に
は
新
里
君

（
３
年
）
が
ゴ
ー
ル
を
奪
い
、

前
半
を
３
対
０
で
折
り
返
す
。

　

後
半
に
入
っ
て
も
、
全
体
が

連
動
し
た
プ
レ
ス
は
厳
し
さ
を

増
し
、
奪
っ
た
ボ
ー
ル
を
シ
ン

プ
ル
に
前
線
へ
運
ぶ
と
、
持
ち

味
で
あ
る
ド
リ
ブ
ル
と
ワ
ン

ツ
ー
を
融
合
さ
せ
た
多
彩
な
パ

ス
サ
ッ
カ
ー
で
相
手
の
裏
へ
と

入
り
込
む
。

　

伝
統
の
淞
南
サ
ッ
カ
ー
は
、

大
舞
台
で
も
ブ
レ
る
こ
と
は
な

く
、
個
々
が
忠
実
に
役
割
を
全

う
し
、
後
半
４
分
、
５
分
と
立

て
続
け
に
池
田
君
（
３
年
）
が

２
得
点
。８
分
に
は
加
藤
君（
３

年
）、
さ
ら
に
交
代
で
入
っ
た

勝
部
君
（
３
年
）
も
27
分
、
31

分
に
２
点
を
奪
う
な
ど
、
５

ゴ
ー
ル
を
決
め
突
き
放
し
た
。

　

守
備
陣
も
稲
葉
君
（
２
年
）、

竹
内
君（
３
年
）、中
村
謙
君（
３

年
）
を
中
心
に
終
始
安
定
し
た

プ
レ
ー
で
、
相
手
に
付
け
入
る

隙
を
与
え
な
か
っ
た
。

　

高
さ
、
運
動
量
、
判
断
力
、

球
際
の
強
さ
、
ゴ
ー
ル
を
与
え

な
い
と
い
う
気
持
ち
、「
心
・
技
・

体
」
の
全
て
に
お
い
て
淞
南
の

方
が
勝
っ
て
い
た
。

　

昨
年
10
月
28
日
の
日
本
プ
ロ

野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
、
本
校

を
平
成
18
年
度
に
卒
業
、
富
士

大
学
に
進
学
し
た
中
村
恭
平
選

手
（
投
手
）
が
、広
島
東
洋
カ
ー

プ
か
ら
２
位
指
名
を
受
け
ま
し

た
。

　

過
去
に
も
ド
ラ
フ
ト
の
注
目

選
手
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
た

卒
業
生
は
い
ま
し
た
が
、
中
村

選
手
は
卒
業
生
初
の
プ
ロ
野
球

チ
ー
ム
入
団
で
、
感
激
し
て
い

　

一
戦
一
戦
、
成
長
を
重
ね
、

自
分
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
を
研
ぎ

澄
ま
せ
て
い
っ
た
淞
南
。
決
勝

戦
は
ま
さ
に
〝
立
正
大
淞
南　

揺
る
ぎ
な
き
全
員
サ
ッ
カ
ー
〞

の
凄
み
が
随
所
に
表
れ
た
戦
い

だ
っ
た
。

（
コ
・
ジ
ョ
ン
ミ
、
日
本
名
・

千
葉
優
美
子
）
さ
ん
の
講
演
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

人
権
教
育
の
取
り
組
み
と
し

て
脱
北
者
が
小
中
高
校
で
講
演

す
る
の
は
、
全
国
で
も
初
め
て

の
試
み
で
し
た
。
体
験
し
た
人

に
し
か
語
れ
な
い
北
朝
鮮
で
の

体
験
に
は
、
生
々
し
く
も
切
実

な
命
の
尊
厳
へ
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。　
　

　

北
朝
鮮
の
病
院
に
収
容
さ
れ

劣
悪
な
環
境
の
中
に
閉
じ
こ
め

ら
れ
た
兄
と
再
開
し
た
時
の
話

に
は
、
人
と
し
て
、
家
族
と
し

て
、
人
間
が
人
間
と
し
て
ど
の

よ
う
に
生
き
、
ま
た
ど
の
よ
う

に
お
互
い
の
命
の
重
さ
を
受
け

止
め
、
支
え
合
っ
て
生
き
て
い

く
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。　
　

　

高
さ
ん
は
「
北
朝
鮮
に
は
日

本
に
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い

人
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
」
と
訴
え
か
け
ま
し

た
。
そ
し
て
最
後
に
「
若
い
み

な
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

を
し
っ
か
り
と
作
っ
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
心
の
こ

も
っ
た
エ
ー
ル
を
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

ま
す
。　
　

　

中
村
選
手
は
入
学
当
初
、
現

在
の
身
長
と
は
ま
っ
た
く
違
う

1
5
０
㎝
台
で
、
３
年
間
で
大

き
く
身
長
が
伸
び
た
た
め
、
成

長
痛
で
高
校
で
は
思
う
よ
う
な

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
大
学
で
大
き
な

飛
躍
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

中
村
選
手
は
高
校
卒
業
後
も

毎
年
、
年
末
の
大
学
の
練
習
が

終
わ
る
と
す
ぐ
に
高
校
に
挨
拶

に
尋
ね
て
き
て
く
れ
、
後
輩
た

ち
に
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
れ
る
な
ど
、
選
手
の
良
き
見

本
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
団
後
は
持
ち
前
の
強
い
気

持
ち
を
前
面
に
出
し
た
気
迫
の

ピ
ッ
チ
ン
グ
で
、
相
手
バ
ッ

タ
ー
を
次
々
に
倒
し
て
く
れ
る

よ
う
な
選
手
に
成
長
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

立
正
大
学
硬
式
野
球
部
に
１

月
か
ら
新
し
い
指
導
者
が
加

わ
っ
た
。

　

社
会
人
野
球
の
シ
ダ
ッ
ク
ス

か
ら
セ
ガ
サ
ミ
ー
で
長
く
現
役

を
続
け
た
坂
田
精
二
郎
コ
ー
チ

だ
＝
写
真
（
岩
瀬
孝
文
氏
撮

　

本
校
の
近
く
に
は
国
宝
「
神

魂
神
社
」
や
「
出
雲
風
土
記
の

丘
」
な
ど
が
あ
り
、
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
観
光
客
や
視
察
・

調
査
の
方
々
が
来
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
が
あ
る
大
庭
町
内
で
は

普
段
か
ら
綺
麗
な
街
づ
く
り
が

影
）。
坂
田
氏
は
か
つ
て
野
村

Ｉ
Ｄ
野
球
の
教
え
を
受
け
た
逸

材
。
技
術
と
と
も
に
社
会
人
野

球
で
得
た
頭
脳
プ
レ
イ
の
野
球

を
伝
え
た
い
と
願
う
。

　
「
野
球
は
奥
が
深
い
。
長
く

や
っ
て
い
る
と
特
に
そ
れ
を
感

じ
ま
す
」。
さ
ら
に
は
「
今
は

昔
と
違
っ
て
考
え
抜
い
た
野
球

が
基
本
。
そ
の
教
学
の
一
体
が

必
要
な
時
代
で
す
」
と
、
野
球

は
頭
を
使
っ
た
方
が
俄
然
面
白

い
と
語
る
。

　
「
生
活
面
と
学
業
を
含
め
、

選
手
た
ち
を
人
間
的
に
成
長
さ

せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら

指
導
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が

私
の
義
務
で
す
」
と
、
力
説
す

る
。
熱
き
想
い
で
い
っ
ぱ
い
の

坂
田
新
コ
ー
チ
だ
。

◆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

 

1
9
7
4
年
７
月
30
日
生
ま

れ
。
大
阪
府
吹
田
市
出
身　

淞

南
学
園
高（
現
立
正
大
淞
南
高
）

↓
立
正
大
↓
シ
ダ
ッ
ク
ス
↓
セ

ガ
サ
ミ
ー
。
身
長
1
8
０
㎝
、

体
重
86
㎏
。
捕
手
、
右
投
げ
左

打
ち
。
97
都
市
対
抗
野
球
若
獅

子
賞
、
99
日
本
選
手
権
最
優
秀

選
手
賞
。

徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持

ち
を
表
す
活
動
の
一
環
と
し

て
、
日
常
的
に
取
り
組
む
学
校

周
辺
の
清
掃
活
動
の
ほ
か
、
地

元
自
治
会
主
催
の
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加
や
独

自
の
地
域
清
掃
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
雲
ひ
と
つ
無
い
青

空
が
広
が
り
、
絶
好
の
清
掃
日

和
と
な
り
ま
し
た
。
開
始
前
に

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
教
員

か
ら
「
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
日
ご
ろ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
清

掃
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
校
長
を
は
じ
め
参

加
者
は
学
校
周
辺
を
拠
点
に
10

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
清
掃
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

１
時
間
あ
ま
り
の
清
掃
活
動

も
終
盤
に
近
づ
き
、
全
校
生
徒

が
集
め
た
ゴ
ミ
の
量
も
大
分
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
学

校
を
訪
れ
る
方
に
気
持
ち
よ
く

来
校
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

生
徒
・
教
職
員
は
最
後
ま
で
心

を
込
め
て
清
掃
を
行
い
、
ゴ
ミ

袋
９
個
分
に
相
当
す
る
ゴ
ミ
を

回
収
し
ま
し
た
。
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期待の１年生左腕井上投手（法１・
ＰＬ学園高）

マリーンズのキャップがよく似合う南投手（法４・
県和歌山商高）

健闘したサッカー部

東都大学連盟のドラフト指名選手たち。
南投手は左から２番目

快速トライをみせる立正大

シ
リ
ー
ズ

シリーズ

きらりきらり 課 外活動活動きらり 課 外活動

和をもって勝つ

ソフトテニス部

今春 ２部優勝

そして秋へ!
プロ入り南投手に続け

ま
ず
昇
格 

ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー

内
外
野
に
１
、
2
年
生

　

布
陣
は
手
堅
く

　

ア
メ
フ
ト
部
は
創
立
が
１
９

７
３
年
で
、
お
よ
そ
38
年
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。

　

選
手
24
人
で
臨
ん
だ
２
０
１

０
年
は
、
関
東
３
部
Ｄ
ブ
ロ
ッ

ク
１
勝
３
敗
で
リ
ー
グ
４
位
の

成
績
で
し
た
。
し
か
し
主
力
は

１
、
２
年
生
、
そ
の
う
ち
高
校

◆
歴
史　

昭
和

32
年
設
立
。
平

成
20
年
に
大
崎

キ
ャ
ン
パ
ス
で

活
動
し
て
い
た

Ⅱ
部
軟
式
庭
球

文
・
写
真
／
岩
瀬
孝
文
（
立
正
大
学
ス
ポ
ー
ツ
広
報

 

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

アメリカンフットボール部
ア
メ
フ
ト
の
経
験
者
が
９
人
と

若
い
チ
ー
ム
で
、
昨
秋
は
上
昇

へ
の
布
石
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
し
た
。

　

学
業
優
秀
な
ア
メ
フ
ト
部
は

『
行
学
二
道
』
を
し
っ
か
り
と

歩
ん
で
い
ま
す
。
地
球
環
境
科

学
部
の
大
学
院
に
昨
年
の
２
人

に
加
え
本
年
も
１
人
が
合
格
し

ま
し
た
。
就
職

も
抜
群
で
警
視

庁
イ
ー
グ
ル
ス

で
は
Ｏ
Ｂ
３
人

が
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

週
４
〜
５
回

の
練
習
は
陸
上

競
技
場
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
さ
ら
に
ス
ポ

ー
ツ
キ
ュ
ー
ブ
内
の
マ
シ
ン
ル

ー
ム
を
効
果
的
に
活
用
、
選
手

た
ち
は
、
そ
こ
に
『
ベ
ン
チ
プ

レ
ス
』
が
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

真
夏
と
真
冬
は
オ
フ
で
、
試

験
勉
強
と
試
合
遠
征
費
な
ど
を

稼
ぐ
ア
ル
バ
イ
ト
に
集
中
。
夏

合
宿
は
長
野
市
飯
綱
高
原
で
行

い
、
強
豪
法
大
と
の
練
習
試
合

が
い
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　

顧
問
の
位
田
先
生（
法
学
部
・

行
政
法
）
は
立
命
大
出
身
で
ア

メ
フ
ト
技
術
に
詳
し
く
、
ゼ
ミ

に
は
部
員
が
２
人
在
籍
し
て
い

ま
す
。

　

時
松
副
顧
問
（
法
学
部
事
務

室
）
は
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
の
東

日
本
新
人
王
に
輝
い
た
フ
ァ
イ

タ
ー
。
岩
瀬
監
督
Ｇ
Ｍ
は
法
学

部
で
「
ス
ポ
ー
ツ
法
」
と
「
メ

デ
ィ
ア
・
マ
ス
コ
ミ
論
」
を
教

え
て
お
り
、
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
や
ド
ー
ピ

ン
グ
問
題
の
重
要
性
な
ど
を
伝

え
て
く
れ
ま
す
。

　

ア
メ
フ
ト
部
は
１
９
９
０
年

代
に
関
東
２
部
３
位
ま
で
進
出

し
１
部
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
経
済
・
経
営
・
文
学

部
の
大
崎
移
転
で
部
員
が
減
少

し
、
４
部
ま
で
降
格
。
そ
こ
か

ら
３
部
へ
復
活
、
い
よ
い
よ
２

部
へ
！
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
勝

負
、
皆
さ
ん
の
入
部
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

◇
立
正
大
学
ア
メ
フ
ト
部
公
式

Ｈ
Ｐ

http://blogs.yahoo.co.jp/
rubulldogs/M

Y
B
L
O
G
/

yblog.htm
l

（
法
学
部
法
学
科
３
年
横
手
拓

也
＝
群
馬
県
立
前
橋
西
高
出
身

次
期
主
将
兼
体
育
会
委
員
長
）

明
る
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ア
メ
フ
ト
部

チ
ー
ム
カ
ラ
ー
は
立
正
グ
リ
ー
ン

部
と
合
併
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

◆
拝
見
録　

部
員
は
大
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
12
人
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
12
人
の
計
24
人
で
す
。
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
が
大
好
き
な
集
団

で
、関
東
学
生
リ
ー
グ
戦
優
勝
、

昇
格
を
主
た
る
目
標
と
し
て

日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

◆
部
室
の
特
徴　

ト
ロ
フ
ィ
ー

や
賞
状
な
ど
が
多
数
、
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
場
と
し
て
部
員
が
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
モ
ノ

代
々
「
和
を
も
っ
て
勝
利
を
成

す
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
全
員
仲
良
く
、
互
い

に
尊
重
し
、
助
け
合
う
、
そ
ん

な
関
係
を
受
け
継
い
で
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

（
法
学
部
３
年
山
谷
良
紀
＝
私

立
武
蔵
越
生
高
等
学
校
出
身
）

若いチーム、２部昇格へ期待

　

一
昨
年
の
今
頃
は
硬
式
野
球

部
大
学
日
本
一
の
歓
喜
の
余
韻

に
浸
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を

思
え
ば
昨
秋
の
成
績
は
な
ん
の

そ
の
、
明
日
へ
の
布
石
の
時
期

で
あ
る
。
気
持
ち
を
新
た
に
今

後
の
野
球
部
に
期
待
し
た
い
。

　

開
幕
か
ら
２
週
連
続
で
勝
ち

点
を
落
と
し
、
そ
こ
か
ら
の
復

活
と
優
勝
へ
の
王
手
は
見
応
え

あ
っ
た
が
逆
転
優
勝
な
ら
ず
、

最
終
的
に
４
位
に
沈
ん
だ
。

　

し
か
し
、
１
年
生
バ
ッ
テ
リ

ー
の
山
口
（
法
１
・
木
更
津
総

合
高
）
と
吉
田
捕
手
（
法
１
・

日
大
三
高
）、
山
本
（
法
１
・

四
日
市
工
高
）、
左
腕
井
上

（
法
１
・
Ｐ
Ｌ
学
園
高
）、
指

名
打
者
の
原
田
（
法
１
・
天
理

高
）
を
加
え
て
、内
外
野
に
１
、

２
年
生
を
配
置
し
た
布
陣
は
手

堅
い
。

　

内
野
の
上
地
（
法
２
・
浦
添

商
高
）、
長
谷
川
（
法
２
・
青

森
山
田
高
）、
日
置
（
法
２
・

堀
越
高
）
そ
し
て
強
肩
中
堅
手

の
伊
藤
（
法
２
・
鶴
岡
東
高
）

な
ど
が
大
活
躍
を
み
せ
た
。
そ

こ
に
打
線
が
か
み
合
え
ば
連
勝

は
十
分
に
可
能
だ
。
ひ
と
冬
越

え
た
今
春
の
復
帰
が
待
ち
遠
し

く
感
じ
ら
れ
る
。

　

目
指
す
は
今
春
の
２
部
優
勝

と
１
部
復
帰
、
さ
ら
に
秋
に
は

東
都
１
部
優
勝
と
明
治
神
宮
大

会
２
度
目
の
制
覇
だ
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
４
年

生
エ
ー
ス
の
南
投
手
（
法
４
・

県
和
歌
山
商
高
）
は
プ
ロ
野
球

ド
ラ
フ
ト
で
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ

ー
ン
ズ
に
２
位
指
名
を
受
け
て

入
団
契
約
し
た
。
ド
ラ
フ
ト
記

者
会
見（
熊
谷
Ａ
１
０
１
教
室
）

に
は
18
社
約
40
人
の
記
者
と
カ

メ
ラ
マ
ン
が
訪
れ
、見
守
っ
た
。

　

そ
の
後
、
神
宮
で
行
わ
れ
た

東
都
リ
ー
グ
の
会
見
で
「
す
ぐ

に
練
習
を
再
開
し
ま
す
。
い
ず

れ
は
同
じ
東
都

の
小
池
君
（
青

学
大
）
に
ボ
ー

ル
を
受
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま

す
」
と
仲
間
を

気
づ
か
う
コ
メ

ン
ト
を
出
し
て
い
た
。

　

全
勝
で
関
東
大
学
２
部
リ
ー

グ
を
制
し
た
ラ
グ
ビ
ー
部
は
関

東
リ
ー
グ
１
部
２
部
入
れ
替
え

戦
に
進
み
、
立
正
大
17
対
45
拓

大
と
敗
れ
て
関
東
１
部
昇
格
を

逃
し
た
。

　

ま
た
実
力
が
向
上
し
た
サ
ッ

カ
ー
部
は
東
京
都
１
部
リ
ー
グ

を
２
位
で
通
過
し
つ
つ
も
、
関
東

２
部
昇
格
決
定
戦
で
日
大
に
２

対
０
と
完
敗
、
残
念
な
が
ら
関

東
２
部
昇
格
は
な
ら
な
か
っ
た
。

練習風景

部室にて
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豚
汁
う
ど
ん
を
売
る
学
生
た
ち

（
橘
花
祭
）

手
話
サ
ー
ク
ル
「
わ
た
ぼ
う
し
」

（
星
霜
祭
）

取材に笑顔で答える
清水さん

ＦＭ79. 5に生出演した奥脇さん㊨と髙木さん

人形劇を披露する児童文化研究部
（橘花祭）

学生に語りかける
魔裟斗氏（橘花祭）

講演する名波浩氏
（星霜祭）

餅つきをする熊谷地理研究会（星霜祭）

自主性を尊重
努力した分だけ成長

大
崎
・
橘
花
祭
『
喜
躍
』

熊
谷
・
星
霜
祭
『
創
造
ト
リ
ッ
プ
』

華
や
か
に
学
園
祭

ラジオ出演も

応
援〝
団
長
〞清
水
さ
ん
Ｔ
Ｖ
に

グ
リ
ー
が
東
京
都
で
金
賞

全
国
大
会
へ
の

推
薦
は
な
ら
ず

経済学部経済学部　　戎戎
えびえ び

野野
すのす の

ゼミゼミ

文学部史学科１年
（ボランティアサークルRing・考古学研究会）

鶴岡　友也（乙女座）さん
＝東久留米総合高校出身
◆ 将来の夢は…博物館学芸員（考古学の知識を生
かしたい）

◆ 大学生のうちにやっておきたいこと…海外旅行

　

昨
年
10
月
、
大
崎
キ
ャ
ン

パ
ス（
橘
花
祭
）は『
喜
躍
』、

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス（
星
霜
祭
）

　

本
学
応
援
指
導
部
代
表
の
清

水
南
緒
さ
ん
（
社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
科
４
年
）
が
、
昨

年
10
月
21
日
放
送
の
「
こ
ん
に

ち
は
い
っ
と
６
け
ん
」（
Ｎ
Ｈ

　

本
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
９

月
に
開
か
れ
た
第
65
回
東
京
都

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
大
学
部
門
に

出
場
、
金
賞
を
得
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
全
国
大
会
に
10
年

　

私
た
ち
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は

戎
野
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
主

に
労
働
経
済
学
に
つ
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。

　

戎
野
先
生
は
学
生
の
自
主
性

を
重
ん
じ
て
お
ら
れ
、
授
業
は

基
本
的
に
少
数
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
行
わ
れ
ま
す
。
年
間

の
授
業
予
定
や
授
業
方
針
に
関

し
て
も
学
生
間
で
話
し
合
い
ま

す
。話

し
合
い
の
結
果
に
基
づ

き
、
ゼ
ミ
大
会
へ
の
出
場
や
、

他
大
学
・
社
会
人
と
の
交
流
会

（
明
日
知
恵
塾
）
へ
の
参
加
、
ゼ

ミ
合
宿
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。　

先
生
か
ら
一
方
的
に
教
え
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
先
生
を
交

え
て
学
生
同
士
で
よ
く
意
見
を

述
べ
合
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

先
生
か
ら
教
わ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
学
生
か
ら
も
学

ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

良
さ
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
ゼ
ミ
大
会
は
、
テ
ー

マ
決
定
か
ら
進
め
方
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
ま
で
全
て
を
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
っ
て
決

め
ま
す
。昨
年
の
ゼ
ミ
合
宿
も
、

充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め

に
、
行
き
先
は
も
ち
ろ
ん
、
予

算
や
時
間
の
配
分
ま
で
全
員
で

意
見
を
出
し
合
い
、
予
定
を
立

て
ま
し
た
。

そ
こ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
各
自
、
い
か
に

う
ま
く
、
自
分
の
考
え
を
説
明

す
る
か
、
ど
う
し
た
ら
相
手
を

よ
り
理
解
で
き
る
か
を
心
が
け

る
こ
と
に
な
り
、話
を
聞
く
力
、

理
解
す
る
力
、
発
言
す
る
力
が

身
に
つ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
し
ま
し

た
。同

時
に
論
理
的
思
考
や
分
析

能
力
を
磨
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
行
動

を
通
じ
て
、
人
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
こ
と
、
協
力
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
学
び
、
協
調
性

を
育
む
こ
と
も
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

戎
野
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
そ

の
授
業
形
態
か
ら
、
努
力
し
た

分
だ
け
自
己
成
長
に
繋
が
り
、

や
り
が
い
や
向
上
心
を
持
っ
て

授
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
自
身
、
ゼ
ミ
長
を
務

め
、
様
々
な
意
見
や
価
値
観
を

知
っ
て
、
人
の
気
持
ち
を
汲
み

取
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

就
職
活
動
に
つ
い
て
も
、
学

生
が
自
分
に
足
り
な
い
も
の
、

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
合
い
、
そ
れ
ら
を
解
決
す

る
た
め
の
授
業
が
行
わ
れ
る
の

で
、
し
っ
か
り
対
策
を
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
り

た
い
学
生
や
、
物
足
り
な
さ
を

感
じ
て
い
る
学
生
、
将
来
に
不

安
を
抱
い
て
い
る
学
生
に
は
最
適

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

（
経
済
学
部
３
年
磯
野
雅
和
＝
千

葉
県
立
士
気
高
等
学
校
出
身
）

合宿先で全員集合

ゼ
ミ
の
発
表
風
景

は
『
創
造
ト
リ
ッ
プ
』
を
テ
ー

マ
に
、
学
園
祭
が
、
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
・
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
に
橘
花
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
の
奥
脇
大
基

さ
ん
（
文
学
部
文
学
科
４
年
）

と
星
霜
祭
実
行
委
員
会
副
委
員

長
の
髙
木
瞳
さ
ん
（
法
学
部
４

年
）
が
生
出
演
し
、
両
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
園
祭
の
魅
力
を
語
り

ま
し
た
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
熊

谷
地
理
研
究
会
が
昨
年
、
福
島

県
に
集
落
活
性
化
事
業
で
訪
れ

た
、
い
わ
き
市
よ
り
13
人
が
参

加
し
、
福
島
中
央
テ
レ
ビ
が
取

材
の
中
、
学
生
た
ち
が
田
植
え

か
ら
収
穫
ま
で
携
わ
っ
た
お
米

で
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
お

餅
は
、
来
場
し
た
地
域
の
方
や

学
生
た
ち
に
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
健
康
保
険
互
助

会
還
元
事
業
と
し
て
、
大

崎
キ
ャ
ン
パ
ス
は
魔
裟
斗

氏（
元
Ｋ-

１
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｘ
世
界
王
者
）、
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
名
波
浩

氏
（
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代

表
）
に
よ
る
講
演
が
大
盛

況
の
中
、行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｋ
総
合
）で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

清
水
さ
ん
は
大
学
で
は
珍
し

い
女
性
リ
ー
ダ
ー
で
、
昨
年
の

硬
式
野
球
部
の
試
合
で
は
、
神

宮
球
場
で
大
き
な
声
で
指
揮

し
、
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

連
続
出
場
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
、
全
国
大
会
へ
の
推
薦
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
連
続
記
録
は
一
時
途
絶

え
ま
す
が
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に

向
け
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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森
木
麻
菜
美
さ
ん

井
上
ゆ
か
り
さ
ん

竹
本
健
人
さ
ん

中
村
仁
美
さ
ん

家﨑晶さん

石橋晃さん
石田顕成さん

ファイト中の嶋田さん（左）

海
外
で
活
躍
し
た
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

特　
　
　

集

学生記者、モデル、投稿原稿な 
ど学生の皆さんの応募をお待ちし 
ております。こちらにメールして 
ください。 
E-mail pln@ris.ac.jp 

経営学部１年
　嶋田　翔太 さん

小学校２年からキックボクシング
練習は週５日
「Ｋ－1で有名選手に」

「
失
敗
恐
れ
ず
挑
戦
」
学
ぶ

「
今
後
の
可
能
性
」
に
自
信

語
学
力
の
大
切
さ
を
痛
感

◆
井
上
ゆ
か
り
さ
ん

（
文
学
部
文
学
科
４
年
）

①
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

②
韓
国
や
中
国
か
ら
の
留
学
生

と
一
緒
に
英
語
の
授
業
を
受
け

ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化

や
自
然
に
触
れ
ま
し
た
。

③
積
極
的
に
失
敗
を
恐
れ
ず
挑

戦
す
る
意
志
の
強
さ
が
必
要
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
回
得

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
仕
事
に
活
か
し
た
い
で
す
。

（
横
浜
市
立
南
高
等
学
校
出
身
）

◆
家
﨑
晶
さ
ん

（
文
学
部
史
学
科
３
年
）

①
ス
リ
ラ
ン
カ

②
ワ
ス
ゴ
ム
ワ
国
立
公
園
周
辺

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
現
地
考
古
局
員
・

住
民
と
遺
跡
情
報
の
聞
き
込
み
、

位
置
確
認
、
測
量
・
写
真
撮
影
、

図
面
作
成
や
そ
の
報
告
、
学
校

の
啓
蒙
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

③
破
壊
の
危
機
に
あ
っ
た
遺
跡

の
た
め
に
一
学
生
と
し
て
貢
献

で
き
た
こ
と
は
、
自
分
が
誰
か

あ
る
い
は
何
か
の
た
め
に
役
立

て
る
と
の
自
信
が
つ
き
、
今
後

の
可
能
性
へ
と
踏
み
出
せ
る
勇

気
に
繋
が
り
ま
し
た
。

（
新
潟
県
立
新
井
高
等
学
校
出
身
）

◆
中
村
仁
美
さ
ん

（
経
済
学
部
３
年
）

①
イ
ン
ド

②
３
都
市
（
デ
リ
ー
、
コ
ル
カ

タ
、
バ
ラ
ナ
シ
）
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
、
イ
ン
ド
で
の
生
活

を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
施
設
で
様
々
な
国

籍
の
人
た
ち
と
介
助
の
お
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。

③
も
っ
と
英
語
力
が
あ
れ
ば
ス

ム
ー
ズ
に
意
思
疎
通
が
図
れ
て

い
た
と
思
い
、
次
回
海
外
へ
行

く
時
に
は
、
英
語
力
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
次
回
は
よ
り

充
実
し
た
旅
に
し
た
い
で
す
。

（
埼
玉
県
立
春
日
部
女
子
高
等

学
校
出
身
）

◆
竹
本
健
人
さ
ん

（
経
営
学
部
２
年
）

①
中
国

②
語
学
研
修
で
週
５
日
授
業
を

受
け
、
休
日
に
は
中
国
の
学
生

が
お
寺
な
ど
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

③
言
語
や
文
化
の
違
い
を
肌
で

◆
石
橋
晃
さ
ん

（
社
会
福
祉
学
部
人
間
福
祉
学

科
４
年
）

①
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

②
シ
ド
ニ
ー
の
幼
稚
園
で
４
週

間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

ま
し
た
。
子
ど
も
、
先
生
、
親

…
…
異
国
の
幼
児
教
育
を
観
察

し
体
験
し
て
、
日
本
の
保
育
・

幼
児
教
育
と
の
違
い
を
肌
で
感

◆
森
木
麻
菜
美
さ
ん

（
社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学

科
３
年
）

①
ア
メ
リ
カ

②
２
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

小
学
校
で
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ

ス
タ
ン
ト
を
務
め
ま
し
た
。
テ

ス
ト
採
点
、
質
問
対
応
の
ほ
か

日
本
の
文
化
も
教
え
ま
し
た
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
相
手
の
意

向
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
自
分

の
で
き
る
こ
と
、
し
た
い
こ
と

を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
も
大
切

で
、
そ
れ
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
茨
城
県
立
古
河
第
三
高
等
学

校
出
身
）

◆
石
田
顕
成
さ
ん

（
地
球
環
境
科
学
部
環
境
シ
ス

テ
ム
学
科
３
年
）

①
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

②
環
境
保
護
活
動
、
主
に
植
林

を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
外

国
人
と
共
に
生
活
し
、
英
語
力

を
向
上
さ
せ
、
文
化
の
違
い
に

直
接
触
れ
合
い
ま
し
た
。

③
植
林
を
通
し
て
、
環
境
問
題

の
知
識
が
深
ま
り
ま
し
た
。
英

語
が
上
達
す
る
最
上
の
方
法
は

積
極
的
に
話
し
か
け
る
こ
と
だ

と
学
び
ま
し
た
。
考
え
る
だ
け

で
な
く
行
動
し
、
何
事
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

（
石
川
県
立
野
々
市
明
倫
高
等

学
校
出
身
）

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
外
食
や
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
際
に
言
葉
の
壁
に
苦
し

み
ま
し
た
が
、
た
く
ま
し
く
な

れ
た
気
が
し
ま
す
。

　
（
私
立
東
京
農
業
大
学
第
三

高
等
学
校
出
身
）

じ
ま
し
た
。

③
「
本
当
の
自
分
」
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
っ
て
、
自
分
が

心
か
ら
望
ん
で
い
た
道
を
歩
む

べ
き
だ
、と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

（
群
馬
県
立
桐
生
女
子
高
等
学

校
出
身
）

①研修先
②海外でやってきたこと
③海外で学んだこと
　・活かしたいこと

★アンケート項目★

　

高
校
３
年
生
の
時
に
Ｋ
―
１
甲

子
園
で
準
優
勝
に
輝
い
た
嶋
田
さ

ん
。
幼
稚
園
で
空
手
を
始
め
、
小

学
校
２
年
時
に
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン

グ
に
転
向
し
た
。

　

現
在
は
父
親
の
開
く
ジ
ム
で
練

習
に
励
む
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

練
習
は
週
５
日
、
１
日
４
時
間
と

ハ
ー
ド
だ
。

　

キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を
通
し

て
、「
自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ

う
に
な
り
、
同
時
に
上
下
関
係
の

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
生
活
全

て
が
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
に
繋
が

る
よ
う
に
な
る
と
、
食
べ
物
や
寝

る
時
間
も
気
に
し
ま
す
」。

　

前
を
向
い
て
、
自
己
管
理
も

し
っ
か
り
で
き
る
学
生
だ
。

　

大
学
に
進
学
し
た
理
由
は
、

「
様
々
な
人
と
接
し
て
、
交
友
関

係
を
広
げ
、
そ
こ
か
ら
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
得
る
た
め
」
と
話
し
て

く
れ
た
。

　

将
来
の
夢
は
「
も
ち
ろ
ん
、
Ｋ

―
１
で
有
名
選
手
に
な
る
こ
と
」。

　

練
習
が
な
い
日
は
友
人
と
遊
ん

だ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
楽
し
ん

だ
り
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
学
生

生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

ま
だ
ま
だ
伸
び
盛
り
の
嶋
田

君
。
今
後
も
彼
の
活
躍
を
追
い
続

け
た
い
。

 

（
私
立
西
武
台
高
等
学
校
出
身
）
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